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経験値教育プログラム

本学では、2002年度から「経験値教育」を教育コンセプトとして

掲げた。「経験値教育」とは、教室で理論的なことを学んだ上で、
地域での学びを通して、理論的なことが証明されたり、理性的
に考え、納得できたりすること、教室で学んだことが、地域社会
でどう活用されるかを実感することで、理論と実践が結びつき、
さらに次の学びと発展していく、循環型の教育である。



「経験値」

「経験値」とは、経験によって成長した度合いを数値化して
表すもの。いわば“成長した値”である。人は日々、成功と
失敗を繰り返しながら「経験値」を上げていきます。本学で
は、下図で表す５つの力を伸ばしていくことによって、個々
の人の「経験値」が蓄積されていくものと考えています。



経験値ルーブリック

気づく力 考える力 コミュニケーション力 協働する力 主体性

ホスピタリティ 自分で考える力 聴く力 責任力 行動する力

挨拶や笑顔をもって 人 自分の長所、短所を明確 相手の話に関心を 持 与えられた課題のな か 何事にも積極的に自 ら
を接することができ、 に記述する力を持ち、受 ち、集中して話を聞く で、自分の目標を 立て、 考え、計画を立て 、行動
相手が置かれている 状 け身でなく、まず自分で ことで、内容や ポイン 最後まで自分の役割 を し、困難があっ ても乗
態について 、気づく力、 論理的に考えて、課題を トを理解することが 出 遂行する。達成目標 を り越え、やりき ること
洞察力を身につける こ 焦点化し、プロセスを試 来る力。また、相づちを 的確に把握し、協働す ができる。
とができる。 行錯誤しながら自分 な うったり、メモをとっ る相手の考えを理解 で

りの解答を導き出す こ たりし、自分と 異なる き自らの役割を遂行 す
とができる。 意見や価値観にも共 感 る。かつ全体の目標を

を示すことができる。 正確に把握し行動す る
ことができる。

状況把握（客観力） 計画する力 伝える力 ストレスコントロール力 自分で決定する力

観察した事柄か ら、対 目標までに至る手順 を 話し方や文章の書き 方 打ち込める趣味を持 っ 何かを決める際、必要な
象の背景や状況につ い 自ら計画することが で を使い分け 、場合 に ていて、自分なりのス 情報を収集しながら 自
て、目に見えない部分 きる。行動や作業のプロ よって正しい言葉遣 い トレス解消法がある 一 ら決定をすることが で
を見抜く（推理する ）力 セスを明らかにして 優 を選んだり、具体例を 方、自らがスト レス状 きる。その際、大局的で
を身に着け、公平に分 先順位をつけ、実現性の 挙げてわかりやすく 伝 態にあることを理解 で あったり、前例にとらわ
析し、理解して説明す 高い計画を立案する こ えることができる力。 き、人に相談して解決 れない判断ができる。
ることができる。 とができる。その立案過 することができる。

程においては、予め不測
の状況を想定して、複数
の計画を検討し立案 す
ることができ、計画と進 柔軟に対応する力
捗状況の違いに応じ て
柔軟に計画を修正す る 笑顔を絶やさず挨拶 が

きちんとできる上に 、ことができる。
人の意見を素直に受 け
入れて、失敗したとき、
素直に謝罪し、相手の

好奇心 課題を設定する力 感情コントロール力 ことを気遣うこ とが 意欲を持って取り組む力

知的好奇心を持って 情 現状取り組んでいる こ 自分の感情や気持ち を できる。 気が進まないことも 含

報を収集し、幅広い視 とを振り返り、分析し 認識し、ストレスを感じ め、何事にも意欲を持っ

点を有したうえで積 極 て課題を発見でき る た時は周囲に相談し、怒 て取り組むことがで き

的に物事に挑戦す る 力。また課題解決に向 り、動揺 、落ち込み と る。そのために必要な 、

姿勢がある。 けて「今のまま でいい いった感情を引きず ら 共感力 前向きさ、高い達成意欲

のか」「どうすればよ く ないで、客観的に言動を 相手の立場に立って 考 を養成できている。

なるのか」を考え、解決 コントロールできる。そ えることができ、相手の
方法を提案し、実行す の上で自分の言動が 相 気持ちが理解できる。ま
るためにプロセス を 手にどのような影響 を た素直に協力でき、相手
明確にできる。 与えているかを考え、よ の視点で物事を見る こ

りよい人間関係を築 く とができる。
ことができる力。
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学生個人調査プロフィール(１・２年）

アピールポイント

備考

希望進路

写真

学籍番号所属学科

ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ

氏　名

課外活動

各種資格取得状況

出身高校 高校



１年前期

（１年次の目標について記載）

教員所見

（なりたい自分とその理由について記載）
学生所感



１年後期

（自己評価の理由について記載）

（後期の学修目標などについて記載）

（進路等で教員に相談したい事柄を記載）

学生所感
（前期を振り返っての自己評価を記載）



 評価軸
 ①知識・教養：適切な知識・教養の修得 → DP(2)
 ②資料・レジュメ：報告の資料・レジュメの出来 → DP(1)、DP(2)
 ③報告・プレゼン：ゼミの報告発表での説明 → DP(3)
 ④質問・提案：ゼミでの積極的参加、意見表明 → DP(2)、DP(3)
 ⑤提出物：レポートなどの提出物の出来 → DP(1)、DP(2)

 評価基準
 ５ 　非常に優れている
 ４　優れている
 ３　一定レベルに達している
 ２　もう少し努力が必要である
 １　努力が必要である

教員所見

３

３

３

３

３

５ ５

５

５

５

③報告・プレゼン
DP(３)

⑤提出物
DP(1)、DP(2)

①知識・教養

DP(２)

④質問・提案
DP(2)、DP(3)

②資料・レジュメ

DP(1)、DP(2)



２年前期

（進路等で教員に相談したい事柄を記載）

教員所見

（１年次の学修や各種活動で特に興味深かったことなどを記載）

（２年次の目標などを記載）

（自己評価の理由について記載）

学生所感
（1年次を振り返っての自己評価について記載）



２年後期

（進路等で教員に相談したい事柄を記載）

（後期の学修目標などについて記載）

（自己評価の理由について記載）

学生所感
（前期を振り返っての自己評価を記載）



 評価軸
 ①知識・教養：適切な知識・教養の修得 → DP(2)
 ②資料・レジュメ：報告の資料・レジュメの出来 → DP(1)、DP(2)
 ③報告・プレゼン：ゼミの報告発表での説明 → DP(3)
 ④質問・提案：ゼミでの積極的参加、意見表明 → DP(2)、DP(3)
 ⑤提出物：レポートなどの提出物の出来 → DP(1)、DP(2)

 評価基準
 ５ 　非常に優れている
 ４　優れている
 ３　一定レベルに達している
 ２　もう少し努力が必要である
 １　努力が必要である

教員所見

③報告・プレゼン
DP(３)

⑤提出物
DP(1)、DP(2)

①知識・教養

DP(２)

３

３

３

３

３

５ ５

５

５

５

④質問・提案
DP(2)、DP(3)

②資料・レジュメ

DP(1)、DP(2)



学生個人調査プロフィール(３・４年）

アピールポイント

課外活動

各種資格取得状況

写真

氏　名 出身高校 高校

所属学科 学籍番号

ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ

備考

希望進路

卒論の予定テーマ
（3年次）

卒論のテーマ
（４年次）



３年前期

（3年次の目標などを記載）

（自己評価の理由について記載）

学生所感
（２年次を振り返っての自己評価について記載）

（2年次の学修や各種活動で興味深かったことなどを記載）

（進路等で教員に相談したい事柄を記載）

教員所見
（研究演習担当）



３年後期

学生所感
（前期を振り返っての自己評価を記載）

（進路等で教員に相談したい事柄を記載）

（自己評価の理由を記載）

（後期の学修目標などについて記載）



 評価軸
 ①知識・教養：適切な知識・教養の修得 → DP(2)
 ②資料・レジュメ：報告の資料・レジュメの出来 → DP(1)、DP(2)
 ③報告・プレゼン：ゼミの報告発表での説明 → DP(3)
 ④質問・提案：ゼミでの積極的参加、意見表明 → DP(2)、DP(3)
 ⑤提出物：レポートなどの提出物の出来 → DP(1)、DP(2)

 評価基準
 ５ 　非常に優れている
 ４　優れている
 ３　一定レベルに達している
 ２　もう少し努力が必要である
 １　努力が必要である

教員所見

③報告・プレゼン
DP(３)

⑤提出物
DP(1)、DP(2)

①知識・教養

DP(２)

３

３

３

３

３

５ ５

５

５

５

④質問・提案
DP(2)、DP(3)

②資料・レジュメ

DP(1)、DP(2)



４年前期

（自己評価の理由について記載）

（卒論等で教員に相談したい事柄を記載）

学生所感
（３年次を振り返っての自己評価を記載）

（4年次の目標について記載）

教員所見
（卒論演習担当）



４年後期

（自己評価の理由を記載）

学生所感
（前期を振り返っての自己評価を記載）

（卒論等で教員に相談したいことを記載）



 評価軸
 ①知識・教養：適切な知識・教養の修得 → DP(2)
 ②資料・レジュメ：報告の資料・レジュメの出来 → DP(1)、DP(2)
 ③報告・プレゼン：ゼミの報告発表での説明 → DP(3)
 ④質問・提案：ゼミでの積極的参加、意見表明 → DP(2)、DP(3)
 ⑤提出物：レポートなどの提出物の出来 → DP(1)、DP(2)

 評価基準
 ５ 　非常に優れている
 ４　優れている
 ３　一定レベルに達している
 ２　もう少し努力が必要である
 １　努力が必要である

教員所見

③報告・プレゼン
DP(３)

⑤提出物
DP(1)、DP(2)

①知識・教養

DP(２)

３

３

３

３

３

５ ５

５

５

５

④質問・提案
DP(2)、DP(3)

②資料・レジュメ

DP(1)、DP(2)



必要
単位

基幹 4

人文

社会

自然

国際交流

e-ラーニング

基礎 8

会計

経営

経済

地域

情報

心理

法律

英語

演習 14

その他 14

6
大
学
共
通
科
目

1年次 2年次

78
学
科
専
門
科
目

3年次 4年次
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〇

〇

分野
学部基礎科目 専門応用科目

科目の主なねらい

女性と社会
哲学入門
環境問題を考える
生き物の世界
基礎情報処理（２）
日本語表現Ⅱ
英会話(2)
実践英語基礎Ⅱ
実践英語応用Ⅱ
英語コミュニケーション

Ⅱ
中国語（２）
韓国語（２）他

学

【 幅

地域の抱える課題を理解し、改善のための調査・情報収集を実地に即して学修すること等により、マネジメント能力を向上させると同時に、地域社会の発展に寄与
し得る能力を備えた人材を育成し、社会に送り出すことを目的とする。

※注意１：表中の太字は必修科目を表す
注意２：黄色い枠で囲まれた(1)から(4)は、カリキュラム・ポリシーの番号を表す

<例>

◎地元尼崎市を中心とする京
阪神の企業（卸売・小売業、製
造業、情報通信業、医療・福
祉、建設業、金融・保険業、不
動産業、サービス業、その他）

◎グローバル企業

◎兵庫県庁や尼崎市役所をは
じめとする各市町村の公務員

◎税理士事務所、監査法人等

◎大学院進学

大学の社会貢献
文学を楽しむ
生活と経済
暮らしの中の数学
基礎情報処理（１）
日本語表現Ⅰ
英会話(1)
実践英語基礎Ⅰ
実践英語応用Ⅰ
英語コミュニケーションⅠ
中国語（１）
韓国語(１）他

情報

心理

法律

大
学
共
通
科
目

公会計論、国際会計論、
地域インターンシップ、
地域振興論、公共経済
学、財政学

基幹
人文
社会
自然
国際
基礎
他

(4) 経営分野の素養を
備えた専門職業人とし
て求められるコミュニ
ケーション力（外国語に
よるものを含む）、ディ
スカッション力、傾聴・受
信力を身に付けた「社
会人」となるべく、１年次
から体系的・系統的に
科目を配置する。

語学

応用財務会計論、管理会計論Ⅰ・Ⅱ、監
査論、国際経営論、多国籍企業論、企業
分析論、経営情報論、中小企業論、国際
経済論、金融リテラシー,経済統計分析論

簿記Ⅰ
簿記Ⅱ
会計学入門

経営学入門

経済学入門

原価計算論Ⅰ
財務会計論Ⅰ
経営管理論
経営戦略論
経営組織論
マーケティング論Ⅰ

ミクロ経済学
マクロ経済学

財務会計論Ⅱ

人的資源マネジメントⅠ
人的資源マネジメントⅡ
財務マネジメント
マーケティング論Ⅱ

日本経済論

公会計論、税務会計論
Ⅰ、地域インターンシッ
プ、地域振興論、公共経
済学、財政学

公営企業会計論、税務会計論Ⅱ、非営利
組織論、観光ビジネス、地方自治制度論、
ニューパブリックマネジメント、地域文化デ
ザイン、文化遺産マネジメント

国際経営論、多国籍企業論、国際マーケ
ティング論、企業分析論、経営情報論、観
光ビジネス、国際経済論、国際金融論、国
際地域A・B

非営利組織会計論、企業分析論、経営情
報論、非営利組織論、観光ビジネス、中小
企業論、地方自治制度論、ニューパブリッ
クマネジメント、地域文化デザイン、文化
遺産マネジメント

経営学部カリキュラムマップ

アドミッション
・
ポリシー

ディプロマ
・
ポリシー

カリキュラム
・
ポリシー

学
部
基
礎
科
目
・
学
科
専
門
科
目

(3) 経営分野の素養を
備えた専門職業人とし
て求められる思考力・
判断力・表現力等の能
力が得られるように、演
習科目などを中心にプ
レゼンテーション力、企
画・計画力、クリティカ
ル思考力を身に付けら
れる科目を体系的に配
置する

(2) 高等学校の教育
内容を幅広く学修して
いる。

(1) 本学の建学の精
神および基本理念を
理解し、主体性を持っ
て多様な人間と協働
し、学び続ける意欲が
ある。

(5) 自分の考えを伝
えるための表現力・コ
ミュニケーション力を
有している。

(4) 基礎学力を応用
する力やものごとを論
理的に思考する力を
有している。

(3) 経営学、会計学
及び経済学を学ぶた
めに必要な基礎的な
学力を有し、知識の応
用力・論理的思考力
などを身に付けてい
る。

（１）多様化・グローバ
ル化した経済社会にお
いて、それを主体的に
調査し、情報を収集す
ることができる．

（２）クリティカル思考力
を身に付け、複雑化す
るビジネスの現場や地
域社会の課題につい
て、専門的な知識にも
とづいて考察し、解決
策を探求・企画し、計画
的に遂行することがで
きる。

（３）人的ネットワークの
大切さを理解し、コミュ
ニケーション力（外国語
によるものを含む）、
ディスカッション力、傾
聴・受信する力を活用
し物事に対処すること
ができる。

養成する人材像】 広い教養を身に付けたうえで、経営に関する基礎的・基盤的な素養と専門的知識を身に付けた専門的職業人

現代の社会経済情勢に明るく、ビジネスの要であるマネジメント（管理業務）並びにアカウンティング（会計業務）に強く、加えてグローバル化の進展に対して鋭敏な
感覚を有し、ビジネス現場でのビッグデータの活用といった最近の動向に適切に対応できる情報処理能力も備えた人材、専門職業人として自立した人材を育成し、
民間・公的機関を問わず社会に送り出すことを目的とする。

専門発展科目

会計

経営

経済

地域

原価計算論Ⅱ、上級簿
記Ⅰ・Ⅱ、生産マネジメ
ント、現代企業論

（1） 「 修の基礎」とな
る会計、経営、経済、情
報、心理、法律の各分
野の履修を通して、幅
広い知識および社会で
必要とされる技能を着
実に修得するとともに、
自らのキャリア形成の
方向付けができるよう、
専門的なより深い知識
を修得できるようにす
る。

(2 )経営分野の素養を
備えた専門職業人とし
て求められる「知識・技
能の修得」のために、
調査・情報収集力、課
題設定力、ICT活用力
を修得できる科目を「学
部基礎科目」を中心に
体系的に配置する。

データサイエンス基礎
プレゼンテーション技法

心理学

民法Ⅰ

データ活用プログラミング（２）、ビジュアル
プログラミング

データ活用プログラミング（１）、データ解析技法、情報リテラ
シー、ビジネスコンピューティングⅠ・Ⅱ

演習

研究演習 卒論演習

行政法Ⅰ・Ⅱ民法Ⅱ、会社法

集団心理学
産業・組織心理学、コーチングマネジメン
ト論

ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ

基礎演習

初年次演習

専門演習

つながりプロジェクト

演習

(1)幅広い知識

(2)情報収集力

・ＩＴＣ活用力

(4)コミュニケーション力

（外国語）

)調査・情報収集力

・課

(2

題設定力

(3)プレゼンテーション力

・企画力

(4)コミュニケーション力

・ディスカッション力

(1)幅広い知識

・専門的知識

(2)調査・情報収集力

・活用力

(2)情報収集力

・ ＩＴＣ活用力

の基礎を固める学修 キャリアプランに応じてコースを選択 より専門的な知識の獲得へ 専門知識を生かした職業選択へ

企業マネジメントコース

公共マネジメントコース

国際・地域マネジメントコース

企業の総合職

・専門職

自治体・公益事業

国際ビジネス

地域連携

・地域創生事業

)コミュニケーション力

・傾聴力・受信力

(4

(1)専門的知識

(4)コミュニケーション力

-1-



52

基幹 6 4

人文

社会

自然

国際交流

e-ラーニング

-
1
-

企業マネジメントコース履修モデル_A

基礎

学

認定科目

科
専
門
科
目

会計

8

経営

経済

地域

情報 10

心理 8

法律 6

英語 8

演習 14 14

その他 14

単位数 124 124

会

8

計学入門*
簿記Ⅰ
経営学入門*

デ

記Ⅱ
経済学入門*

ータサイエンス基礎*

簿

統計学(1)*統 (1)
プレゼンテーション技法*

務会計論Ⅰ*
原価計算論Ⅰ*
経営管理論*
マーケティング論Ⅰ*

経営組織論*
ミクロ経済学*

財

統計学(2)*

務会計論Ⅱ
原価計算論Ⅱ
経営戦略論*
マーケティング論Ⅱ

(2)

財

統

会社法

上級簿記Ⅱ
人的資源マネジメントⅡ

企業分析論 観光ビジネス
金融リテラシー

級簿記Ⅰ
人的資源マネジメントⅠ

生産マネジメント
財務マネジメント
中小企業論
日本経済論

上

得
単位2学期 第1学期 第2学期 第1学期

暮

2学期

大

1学期第

学の社会貢献 女性と社会 つながりプロジェクト

第

学入門

実

境問題を考える

哲

らしの中の数学

環

(1)

取

(2)

基

践英語基礎Ⅰ

初

践英語応用Ⅰ

英

年次演習Ⅰ

基

年次演習Ⅱ

英

礎情報処理(1)

英

礎情報処理(2)

初

語コミュニケーションⅠ

実

第

英会話英会話

1学期 第
要
単位
必年次 31

学
共
通
科
目

年次 2 年次

大

2学期

実

年次

英

78

1

践英語基礎Ⅱ

外

践英語応用Ⅱ

4

本語表現Ⅰ 日本語表現Ⅱ

研

語コミュニケーションⅡ

基

実

報リテラシー

コ理学*

民

団心理学

民

業・組織心理学

外

ーチングマネジメント論

資

法Ⅰ*

ビ

法Ⅱ

ビジネス英語Ⅰ*

集

ジネス英語Ⅱ*

情

書講読

産

書講読

日

礎演習 基礎演習 専門演習

6

究演習 研究演習 卒論演習

心

論演習卒

21 23 19 19 13

注

21

意１：太字表記の科目は必修科目を表す。

注

意２：学科専門科目の＊付き科目は選択必修科目を表す
（「会計学入門」、「経営学入門」、「経済学入門」の３科目のうち２科目（４単位）以上、及びその他の選択必修科目を９科目（１８単位）以上修得すること。）

8

料
1
5

注

意３：大学共通科目のうち「国際交流」科目は４科目（４単位）が選択必修科目である。

12

19

第



6

78

19

基幹 6 4

人文

社会

自然

国際交流
e-ラーニング

-
2
-

認定科目

会計

経営

経済

地域

情報 18

心理 8

法律 6

英語 4

演習 14 14

その他 14

単位数 124 124

注意１：太字表記の科目は必修科目を表す。

注意３：大学共通科目のうち「国際交流」科目は４科目（４単位）が選択必修科目である。

企業マネジメントコース履修モデル_Ｂ
得
単位2学期
取

7

8

践英語応用Ⅱ

日本語表現Ⅰ 日本語表現Ⅱ

研

6

業・組織心理学

外

ーチングマネジメント論

第

書講読

研礎演習 基礎演習 専門演習

産

究演習基 究演習 卒論演習

コ

論演習卒

19 23 19 20 16

実

21

必要
単位

年次 2年次 3年次 4年次

英

1

践英語基礎Ⅰ

情

践英語基礎Ⅱ

基

践英語応用Ⅰ

初年次演習Ⅰ

基

年次演習Ⅱ

実

礎情報処理(1)

実

礎情報処理(2)

初

語コミュニケーションⅠ

実

報リテラシー
ビジネスコンピュー
ティングⅡ

2学期

環

学
共
通
科
目

境問題を考える

大

第1学期 第2学期 第1学期 第2学期 第1学期

暮

1学期第

英

らしの中の数学

学

語コミュニケーションⅡ

第

科
専
門
科
目

学の社会貢献 女性と社会 つながりプロジェクト

8

会

大

計学入門*
簿記Ⅰ
経営学入門*

デ

記Ⅱ
経済学入門*

ータサイエンス基礎*

簿

統計学(1)*統 (1)
プレゼンテーション技法*

務会計論Ⅰ*
原価計算論Ⅰ*
経営管理論*
マーケティング論Ⅰ*

経営組織論*
ミクロ経済学*

財

統計学(2)*(2)
ビジネスコンピュー
ティングⅠ

統

務会計論Ⅱ
原価計算論Ⅱ
経営戦略論*
マーケティング論Ⅱ

理学*

民

団心理学

民法Ⅰ*

集

法Ⅱ

財

心

上級簿記Ⅱ
管理会計論Ⅱ
人的資源マネジメントⅡ

企業分析論

級簿記Ⅰ
管理会計論Ⅰ
人的資源マネジメントⅠ

生産マネジメント
財務マネジメント
日本経済論

小企業論

上

中

デ
ング(1)

ータ活用プログラミ
ン (1

会

データ活用プログラミ

ン (2

社法

外書講読

8

意２：学科専門科目の＊付き科目は選択必修科目を表す
（「会計学入門」、「経営学入門」、「経済学入門」の３科目のうち２科目（４単位）以上、及びその他の選択必修科目を９科目（１８単位）以上修得すること。）

52

ング(2)

注

礎基



60

基幹 6 4

人文

社会

自然

国際交流
e-ラーニング

-
3
-

第1学期 第1学期

認定科目

会計

経営

経済

地域

情報 10

心理 6

法律 8

英語 4

演習 14 14

その他 14
単位数 124 124

注意１：太字表記の科目は必修科目を表す。

注意３：大学共通科目のうち「国際交流」科目は４科目（４単位）が選択必修科目である。

公共マネジメントコース履修モデル_A

基礎

学
科
専
門
科
目

8

会

8

計学入門*
簿記Ⅰ
経営学入門*

デ

記Ⅱ
経済学入門*

ータサイエンス基礎*

簿

統計学(1)*統 (1)
プレゼンテーション技法*

務会計論Ⅰ*
公会計論
経営管理論*
マーケティング論Ⅰ*

経営組織論*
ミクロ経済学*

財

統計学(2)*

英会話英会話

得
単位2学期 第1学期 第2学期 第1学期

初

2学期

英

学の社会貢献 女性と社会 つながりプロジェクト

第

境問題を考える

基

らしの中の数学

環

(1)

日

(2)

基

践英語基礎Ⅰ

初年次演習Ⅰ

暮

年次演習Ⅱ

英

本語表現Ⅰ 日本語表現Ⅱ

取

礎情報処理(1)

英

礎情報処理(2)

大

語コミュニケーションⅠ

実

統 (2)

第
必要
単位

年次 2年次 3年次

大

1

学
共
通
科
目

地域ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌ

2学期
4
第

語コミュニケーションⅡ

心

的資源マネジメントⅠ

財務マネジメント
観光ビジネス
中小企業論
日本経済論
財政学
地 ｲﾝ
ﾟ地方自治制度論

理学*

民

団心理学

民法Ⅰ*

集

法Ⅱ

人

年次

英

務会計論Ⅱ
経営戦略論*
マーケティング論Ⅱ

公共経済学
地域振興論

報リテラシー

財

書講読

情

外

1

ーチングマネジメント論

行政法Ⅰ

外

政法Ⅱ行

書講読

人

礎演習 基礎演習 専門演習

119 21 19 20 14

基

2

コ

19 10

ﾆｭｰﾊﾟﾌﾞﾘｯ

的資源マネジメントⅡ

非営利組織論
ﾆ ｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
地域文化デザイン

営企業会計論
文化遺産マネジメント

公

8

注

研究演習 研究演習 卒論演習

実

論演習卒

意２：学科専門科目の＊付き科目は選択必修科目を表す
（「会計学入門」、「経営学入門」、「経済学入門」の３科目のうち２科目（４単位）以上、及びその他の選択必修科目を９科目（１８単位）以上修得すること。）

6

778

践英語基礎Ⅱ



基

基幹 6 4

人文

社会

自然

国際交流
e-ラーニング

-
4
-

8
礎

学

認定科目

科
専
門
科
目

会計

52

経営

経済

地域

情報
データ活用プログラミ
ング(２) 14

心理 8

法律 8

英語 4

演習 14 14

その他 14

単位数 124 124

注意２：学科専門科目の＊付き科目は選択必修科目を表す
（「会計学入門」、「経営学入門」、「経済学入門」の３科目のうち２科目（４単位）以上、及びその他の選択必修科目を９科目（１８単位）以上修得すること。）

会

8

計学入門*
簿記Ⅰ
経営学入門*

デ

記Ⅱ
経済学入門*

ータサイエンス基礎*

簿

統計学(1)*統 (1)
プレゼンテーション技法*

務会計論Ⅰ*
公会計論
経営管理論*
マーケティング論Ⅰ*

経営組織論*
ミクロ経済学*

財

統計学(2)*統

務会計論Ⅱ
経営戦略論*
公共経済学
地域振興論

(2)

財

得
単位1学期 第2学期 第1学期 第2学期 第1学期

暮

2学期

英

1学期第

学の社会貢献 女性と社会 つながりプロジェクト

取

境問題を考える

大

らしの中の数学

環

践英語基礎Ⅰ

日

践英語基礎Ⅱ

基

践英語応用Ⅰ

初年次演習Ⅰ

基

年次演習Ⅱ

実

本語表現Ⅰ 日本語表現Ⅱ

第

礎情報処理(1)

実

礎情報処理(2)

初

語コミュニケーションⅠ

実

情報リテラシー

第
必要
単位

年次 2年次 3年次

大

1

学
共
通
科
目

地域ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

年次

英

2学期
4
第

語コミュニケーションⅡ

心

的資源マネジメントⅠ

財務マネジメント
観光ビジネス
日本経済論
財政学
地 ｲﾝ
地方自治制度論

理学*

民

団心理学

民法Ⅰ*

集

法Ⅱ

人

ング(1)
ータ活用プログラミ
ン (1

デ

営利組織論
ﾆ ｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
地域文化デザイン

政法Ⅰ

外書講読

1

書講読

非

礎演習 基礎演習 専門演習

行

19 21 17 20 16

基

19

ﾆｭｰﾊﾟﾌﾞﾘｯ

外

営企業会計論
文化遺産マネジメント
公

1

政法Ⅱ

注

2

コ

意１：太字表記の科目は必修科目を表す。

注意３：大学共通科目のうち「国際交流」科目は４科目（４単位）が選択必修科目である。

公共マネジメントコース履修モデル_Ｂ

10

ーチングマネジメント論

行

8

研

業・組織心理学

究演習 研究演習 卒論演習

実

論演習卒

7

6

78

践英語応用Ⅱ

産



基幹 6 4

人文

社会

自然

国際交流

e-ラーニング

-
5
-

認定科目

会計

財務会計論Ⅱ
経営戦略論*
マーケティング論Ⅱ

マクロ経済学*
地域振興論

経営

経済

地域

情報 10

心理 8

法律 6

英語 8

演習 14 14

その他 14

単位数 124 124

注意２：学科専門科目の＊付き科目は選択必修科目を表す
（「会計学入門」、「経営学入門」、「経済学入門」の３科目のうち２科目（４単位）以上、及びその他の選択必修科目を９科目（１８単位）以上修得すること。）

注意３：大学共通科目のうち「国際交流」科目は４科目（４単位）が選択必修科目である。

52

基礎

学
科
専
門
科
目

8

会

8

計学入門*
簿記Ⅰ
経営学入門*

デ

記Ⅱ
経済学入門*

ータサイエンス基礎*

簿

統計学(1)*統 (1)
プレゼンテーション技法*

務会計論Ⅰ*
経営管理論*
マーケティング論Ⅰ*

経営組織論*
ミクロ経済学*

財

統計学(2)*

1学期

人

統

的資源マネジメントⅡ

国際経営論
国際マーケティング論

国際金融論
国際地域A

(2)

第2学期 第 2学期 第

的資源マネジメントⅠ

財務マネジメント
観光ビジネス
国際経済論
地域インターンシップ

多国籍企業論

第

報リテラシー

人

1学期

情

得
単位2学期 第1学期

暮

学の社会貢献

環

性と社会 つながりプロジェクト

実

学入門

取

境問題を考える

哲

らしの中の数学

英(1)

大

(2)

基

践英語基礎Ⅰ

初

践英語応用Ⅰ

英

年次演習Ⅰ

基

年次演習Ⅱ

第

礎情報処理(1)

英

礎情報処理(2)

初

語コミュニケーションⅠ

実

女

英会話英会話

1学期 第
要
単位
必年次 31

学
共
通
科
目

年次 2 年次

大

年次

英

第

践英語応用Ⅱ

4

語コミュニケーションⅡ

心理学*

民

団心理学

民

業・組織心理学

外

ーチングマネジメント論

会法Ⅰ*

ビ

法Ⅱ

ビ

社法

外ジネス英語Ⅰ*

集

ジネス英語Ⅱ*

コ

書講読

産

書講読

研礎演習 基礎演習 専門演習

国

究演習 卒論演習基 論演習卒

際・地域マネジメントコース（国際）履修モデル_A

2学期

実

78

注

践英語基礎Ⅱ

日本語表現Ⅰ 日本語表現Ⅱ

研

6

究演習

21 21 21 17 17

実

21

意１：太字表記の科目は必修科目を表す。

612

19

1



基幹 6 4

人文

社会

自然

国際交流

e-ラーニング

-
6
-

認定科目

会計

経営

経済

地域

情報 10

心理 8

法律 6

英語 8

演習 14 14
その他 14

8
基礎

学
科
専
門
科
目

56

単位数 124 124

注意２：学科専門科目の＊付き科目は選択必修科目を表す
（「会計学入門」、「経営学入門」、「経済学入門」の３科目のうち２科目（４単位）以上、及びその他の選択必修科目を９科目（１８単位）以上修得すること。）

8

会計学入門*
簿記Ⅰ
経営学入門*

デ

記Ⅱ
経済学入門*

ータサイエンス基礎*

簿

統計学(1)*統 (1)
プレゼンテーション技法*

務会計論Ⅰ*
経営管理論*
マーケティング論Ⅰ*

経営組織論*
ミクロ経済学*

財

統計学(2)*

務会計論Ⅱ
経営戦略論*
マーケティング論Ⅱ
マクロ経済学*
地域振興論

(2)

財

統

1学期

人的資源マネジメントⅡ

国際経営論
国際マーケティング論

国際金融論
国際地域A

報リテラシー

第

情

多国籍企業論
国際地域Ｂ

2学期 第

的資源マネジメントⅠ

財務マネジメント
観光ビジネス
日本経済論
国際経済論
地域インターンシップ

第 1学期

人

1学期 第 1学期

暮

2学期

大
学
共
通
科
目

学の社会貢献 女性と社会 つながりプロジェクト

第

らしの中の数学

中(1)

大

(2)

基

年次演習Ⅰ

基礎情報処理(1)

中

礎情報処理(2)

初

第

中国語中国語

2学期 第 2学期

英

境問題を考える

取

語コミュニケーションⅡ

環

得
単位第
要
単位
必年次 3 年次

英

1

会話（１）

初年次演習Ⅱ

産

語コミュニケーションⅠ

英

理学*

民

団心理学

民

業・組織心理学

外

法Ⅰ*

ビ

法Ⅱ

ビジネス英語Ⅰ*

集

ジネス英語Ⅱ*

注

書講読

心

意３：大学共通科目のうち「国際交流」科目は４科目（４単位）が選択必修科目である。

国際・地域マネジメントコース（国際）履修モデル_Ｂ
年次 2 年次 4

7

注

会話（２）

日本語表現Ⅰ 日本語表現Ⅱ

コ

8

ーチングマネジメント論

社法

外書講読

6

礎演習 基礎演習 専門演習

会

究演習 研究演習 卒論演習基 論演習卒

19 21 21 18 16

英

21

意１：太字表記の科目は必修科目を表す。

研

78

19

8



必

基幹 6 4

人文

社会

自然

国際交流

e-ラーニング

-
7
-

取得
単位
要
単位

10 6

実践英語基礎Ⅱ

日本語表現Ⅰ 日本語表現Ⅱ

認定科目

会計

78

経営

経済

地域

情報 10

心理 心理学* 集団心理学 産業・組織心理学 コーチングマネジメント論 8

法律 民法Ⅰ* 民法Ⅱ 4

英語 外書講読 外書講読 4

演習 基礎演習 基礎演習 専門演習 研究演習 研究演習 卒論演習 卒論演習 14 14

その他 14

単位数 19 21 19 19 18 16 10 2 124 124

注意２：学科専門科目の＊付き科目は選択必修科目を表す
（「会計学入門」、「経営学入門」、「経済学入門」の３科目のうち２科目（４単位）以上、及びその他の選択必修科目を９科目（１８単位）以上修得すること。）

年次 2年次 3年次

大

1

学
共
通
科
目

英会話英会話

年次

英

1学期 第2学期 第1学期 第2学期 第1学期

暮

1学期第 2学期
4

第

学入門

第

境問題を考える

哲

らしの中の数学

8

(1)

環

(2)

基

践英語基礎Ⅰ

初

基礎

学

年次演習Ⅰ

基

年次演習Ⅱ

英

礎情報処理(1)

英

礎情報処理(2)

初

語コミュニケーションⅠ

実

語コミュニケーションⅡ英

科
専
門
科
目

会

8

計学入門*
簿記Ⅰ
経営学入門*

デ

記Ⅱ
経済学入門*

ータサイエンス基礎*

簿

統計学(1)*(1)
プレゼンテーション技法*
統

務会計論Ⅰ*
経営管理論*
マーケティング論Ⅰ*

経営組織論*
ミクロ経済学*

財

統 (2)

財

統計学(2)*

務会計論Ⅱ
経営戦略論*
マーケティング論Ⅱ

マクロ経済学*
地域振興論

的資源マネジメントⅡ

非営利組織論
公共経済学
地域文化デザイン
特殊講義Ⅱ

情報リテラシー

人

営利組織会計論
金融リテラシー
文化遺産マネジメント

非

意３：大学共通科目のうち「国際交流」科目は４科目（４単位）が選択必修科目である。

注意１：太字表記の科目は必修科目を表す。

国

注

際・地域マネジメントコース（地域）履修モデル_A

2学期

公

第

60

会計論
人的資源マネジメントⅠ

財務マネジメント
観光ビジネス
中小企業論
地域インターンシップ

地方自治制度論

大 性と社会 つ学の社会貢献 女 ながりプロジェクト



基

基幹 6 4

人文

社会

自然

国際交流

e-ラーニング

-
8
-

8
礎

学

認定科目

科
専
門
科
目

会計

54

経営

経済

地域

情報
データ活用プログラミ

ング(2) 18

心理 8

法律 4

英語 4

演習 14 14

その他 14

単位数 124 124

注意２：学科専門科目の＊付き科目は選択必修科目を表す
（「会計学入門」、「経営学入門」、「経済学入門」の３科目のうち２科目（４単位）以上、及びその他の選択必修科目を９科目（１８単位）以上修得すること。）

会

8

計学入門*
簿記Ⅰ
経営学入門*

デ

記Ⅱ
経済学入門*

ータサイエンス基礎*

簿

統計学(1)*統 (1)
プレゼンテーション技法*

務会計論Ⅰ*
経営管理論*
マーケティング論Ⅰ*

経営組織論*
ミクロ経済学*

財

統計学(2)*(2)
ビジネスコンピュー
ティングⅠ

統

務会計論Ⅱ
経営戦略論*
マーケティング論Ⅱ

マクロ経済学*
地域振興論

財

情報リテラシー
ビジネスコンピュー
ティングⅡ

的資源マネジメントⅡ

非営利組織論
地域文化デザイン

人
非営利組織会計論
金融リテラシー
文化遺産マネジメント

2学期

人

第

的資源マネジメントⅠ

財務マネジメント
観光ビジネス
中小企業論
地域インターンシップ

地方自治制度論

デ
ング(1)

ータ活用プログラミ
ン (1

2学期 第 2学期 第1学期

環

1学期第

学
共
通
科
目

学の社会貢献 女性と社会 つながりプロジェクト

第

境問題を考える

大

大

1学期 第 1学期 第 2学期

英

国語（１）

初年次演習Ⅱ

取

語コミュニケーションⅠ

中

語コミュニケーションⅡ英

得
単位第
要
単位
必年次 4年次

英

1

らしの中の数学

外

会話（１）

暮

会話（２）

基

年次演習Ⅰ

基礎情報処理(1)

英

礎情報処理(2)

初

理学*

民

団心理学

民

業・組織心理学

注

ーチングマネジメント論

外

法Ⅰ*

集

法Ⅱ

コ

書講読

産

書講読

心

意１：太字表記の科目は必修科目を表す。

注意３：大学共通科目のうち「国際交流」科目は４科目（４単位）が選択必修科目である。

研

年次 3年次 2

78

19

際・地域マネジメントコース（地域）履修モデル_Ｂ

6

7

8

国語（２）

日本語表現Ⅰ 日本語表現Ⅱ

10

礎演習 基礎演習 専門演習

国

究演習 研究演習 卒論演習基 論演習卒

19 21 21 18 14

中

21



資料 16

の め

1

園田学園女子大学・園田学園女子大学短期大学部職員の定年等に関する規程

平成２年３月31 日制定）

改正

め 行

い

平 ３年３月30 日 平

究 に 要

６年４月１日

平成８年４月１ 平成 年４月１日

平成1

部 学

特

年４月１日 平成1

の

年４月１日

平成18

が

る た

４月１日 平成29

6

職 を

10月1 日

（趣旨）

第１条

員 し と

こ 、 田

年年

の規程は 園 学園女子大学及び園田学園女子大学短期大学部（以下「本学」

という。）に常時勤務する職員（以下「職員」という。）の定年等に関し、必要な事

項を定めるものとする。

（定年退職）

第２条 職

21

日 ９

は、定年に達 た きは、定年に達した日以後における最初の３月31 日に

退職する。

２ 前項の定年退職は、退

成成

（

願 徴しない。

（定年）

第３条 職員の定年は、満 5 歳とす 。 だし、次の各号に掲げる職員の定年は、満

70 歳を超えない範囲内で理事長が別に定める。

(1) 理事長が教育研究上特に必要 あると認める教育職員（常時勤務を要する教授、

准教授及び講師に限る。以下同じ。）

(2) 職務の内容が医師その他の特別 資格、免許を要する教育職員のうち、理事長が

指定する者

(3) 学生寮指導員その他勤務の形態が 別であるため人材を得難いと認められる職

種の職員のうち、理事長が指定する者

２ 前項ただし書きの規定にかかわらず、学 、 科等の新増設のため、開設時の年齢

が満65 歳以上の者を本学の特別な要請に基づき採用した場合におけるその者の定年

は、採用時の特別な事情を考慮して延長することができる。

（定年退職者の特別任用）

第４条 理事長は、教育研 上及び組織維持のために特 必 があると認めるときは、

定年により退職した教育職員を、常時勤務を要する職に採用することができる。また、

事務職員のうち勤務の形態が特別であり人材を得がた 学生寮指導員についても定

年退職後、常時勤務を要する職に採用することができる。

２ 前項の特別任用は、１年を超えない範囲内で任期を定 て うものとする。

３ 前２項の規定による特別任用は、教育研究上及び組織維持 た に特に必要がある

と認めるとき、及び勤務の形態が特別で人材が得難い学生寮指導員について、その任

期を１年を超えない範囲内で更新できる。その後の期間についても同様とする。

４ 特別任用は、辞令を交付して行う。
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平 ６ 日

2

（適用除外）

こ 規程は、学長及び副学長の職にある職員については、その職にある間は適

用しない。

（補

す 規 （

）

第６条 この 程 実施に関して必要な事項は、理事長が定める。

付 則

１ この

と の １ を

程 、 成 年３月31 日から施行する。

２ 園田学園女子大学

う 改

年

同 子短期大学教職員定年規程（昭和49 年12 月１日制定）（以

下「旧規程」という。）は、廃止する。

３ この規程施行の日（以

再

員 職 程 昭

し 後

３3

「 行日」という。）に本学に在職し、かつ施行日現在次

の各号に掲げる年齢の職員は、当該各号に掲げる日に、第２条の規定による定年に達

したものとみなして退職する。

(1) 満66 歳から満68 歳

初満

るま

下 施

・ 女

規 は 平 ２

で 満68 歳に達した日以後におけ

規 の

最初の３月31 日

(2) 満69 歳から満71 歳まで

則

第５条 の

71 歳に達した日以後における最 の３月31 日

(3) 満72 歳から満73 歳まで 満7 歳に達した日以後における最初の 月31 日

４ 旧規程の規定により既に定年により退職 た 再雇用されている教育職員について

は、前項の規定にかかわらず、施行日の翌日に第４条の規定により再任用されたもの

とみなす。

５ 削除

６ 園田学園女子大学・女子短期大学等職 退 金規 （ 和61 年４月１日制定）の一

部を次のように改正する。

第６条第１項第１号中「自己の都合」を「自己の都合( 任用の任期の満了を含む｡)」

に改める。

別表中「普通退職」を「自己の都合による退職」に、「定 、死亡」を「定年、死

亡、傷病」に、「疾病、死亡」を「死亡、傷病」に改める。

７ 特任教授規程（昭和53 年４月１日制定）の一部を次のよ に 正する。

第４条を次のように改める。

（任期）

第４条 特任教授の任期は、１年 する。この場合において、そ 任期は、 年

超えない範囲内で更新することができるが、任用の日から起算して３年を超える

ことができない。

付 則

この規程は、平成３年３月30 日から施行する。

付 則（平成６年４月１日制定 試験に関 る 程 短大）等の一部を改正する

規程抄）

この規程は、 成 年４月１ から施行する。
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施 す 。

3

付

１ の 程は、平成８年４月１日から施行する。

２ この 程 施行日の前日に現に学部長、短期大学部長、近松研究所長、図書館長及

び情報教育センター所長に任命されている者の定年の適用除外は、同日に別に辞令が

発せられない限り、改正後の規程第５条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

付 則

この規

か 施 す

程 ４

年 月 日

は 平 ９年４月１日から施行する。

付 則

この規程は、

1

成 1 ４月１日から施行する。

付 則

１ この規程は、平成

年1

2 ４ １ から施行する。

２ この規程による改正前の定年規 第 条第２項の規定により再任用され任期が満了

した教職員のうち平成12 年３月31 日現在満66 歳以上68 歳未満の者で、理事長が

教育研究上及び組織維持のため特に必要があると認めたものは、１年を超えない範囲

内で常時勤務を要する職に特別に採用することができる。この場合において、その任

期は、１年超えない範囲で更新することができるが、満68 歳に達した最初の３月31

日を超えることができない。

付 則

この規程は、平成18 年４月１日

平

程 、 成

規 の

こ 規

則

ら 行 る。

付 則

この規程は、平成 29 年 10 月１日から 行 る
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１．校地面積

▶ 校舎面積 12,115.09㎡

▶ 運動場敷地 29,528.60㎡
うち寄宿舎内旧ﾃﾆｽｺｰﾄ
1,161.00㎡校地不参入面積

　　 　
　　　

▶ 寄宿舎敷地 2,302.19㎡

▶ その他敷地 31,594.76㎡
令和元年度土地売却

△2,692.19㎡
うち部室棟敷地（R元年度取得）
207.83㎡校地参入面積

▶ 合　　計 75,540.64㎡ 　　→　72,848.45㎡
校地参入面積　　40,690.52㎡
校地不参入面積　32,157.93㎡

２．校舎等面積

▶ １号館 10,337.67㎡

▶ ２号館 2,508.80㎡

▶
３号館
（図書館）

4,454.89㎡

▶ ４号館
（体育教室522㎡を含む）

1,696.64㎡

▶ ５号館
（開学３０周年記念館）

8,190.07㎡

▶ ６号館 786.00㎡

▶ ７号館 3,987.02㎡

▶ スポーツセンター 4,079.30㎡ 校舎面積不参入

▶ 園芸実習室 210.00㎡ 校舎面積不参入

▶
大岡山
グリーンキャンパス

548.02㎡ 校舎面積不参入

▶ 合　　計 36,798.41㎡

31,961.09㎡

令和3年度開設時 30,264.45㎡ 内訳詳細ｐ.２のとおり

令和6年度完成時 33,433.90㎡

園田学園女子大学・短期大学部

校地及び校舎等面積

令和2年度解体　 令和3年度新4号館
△1,696.64㎡　 ＋3,169.45㎡

（令和元年5月1日現在）

-1-



　　　 　　　 　　　　　　

開設時 　完成時
新４号館

　　　

大学 5,995.06 424.14　＝ 6,419.20
共用 23,380.63 2745.31　＝ 26,125.94 平成31年3月31日

建　物　一　覧　（財　産　目　録） 短大 888.76 888.76 事務管理部作成
　計 30,264.45 3169.45  = 33,433.90

種　別 所　 在　 地 構　 造 共　 用 計 帳簿価額 備　 考

大 458.78㎡
短 564.50㎡
大 0.00㎡
短 0.00㎡
大 736.86㎡
短 0.00㎡
大 0.00㎡
短 0.00㎡
大 316.80㎡
短 72.00㎡
大 701.47㎡
短 30.25㎡
大 246.56㎡
短 0.00㎡
大 933.65㎡

2 短 222.01㎡
大 263.14㎡
短 0.00㎡
大 407.42㎡
短 0.00㎡
大 1,930.38㎡
短 0.00㎡
大 0.00㎡
短 0.00㎡
大 0.00㎡
短 210.00㎡

　　　

 

　

大 0.00㎡
短 0.00㎡
大 0.00㎡
短 0.00㎡
大 0.00㎡
短 0.00㎡
大 0.00㎡
短 0.00㎡
大 5,995.06㎡
短 1,098.76㎡
大 5,995.06㎡ 25,077.27㎡ 31,961.09㎡
短 888.76㎡ -1,696.64㎡

23,380.63㎡

鉄筋コンクリート造

１２号館
（人間看護学科棟校舎）

尼崎市南塚口町７丁目２９番１号 鉄筋コンクリート造

2,056.64㎡

尼崎市南塚口町７丁目２９番１号

51,805,710円

786.00㎡

専　 用

4,006.01㎡ 5,029.29㎡

378.58㎡

2,124.35㎡ 65,758,774円

鉄筋コンクリート造
2,508.80㎡

1,387.49㎡

120,454,965円

１号館校舎
（１号館）

尼崎市南塚口町７丁目２９番１号 鉄筋コンクリート造

２号館校舎
（２号館）

尼崎市南塚口町７丁目２９番１号

2,508.80㎡

1,696.64㎡ 58,255,984円
解体予定

５号館校舎
（４号館）

尼崎市南塚口町７丁目２９番１号 鉄筋コンクリート造

1,696.64㎡

1,252.00㎡ 1,640.80㎡ 112,676,145円

３号館校舎
（１号館）

尼崎市南塚口町７丁目２９番１号

６号館校舎
（１号館）

尼崎市南塚口町７丁目２９番１号 鉄筋コンクリート造

64,054,905円

７号館校舎
（１号館）

尼崎市南塚口町７丁目２９番１号 鉄筋コンクリート造

８号館校舎
（３号館図書館）

尼崎市南塚口町７丁目２９番１号 鉄骨鉄筋コンクリート造陸屋根

鉄骨造

8,190.07㎡ 825,839,904円

483.62㎡

4,208.33㎡ 4,454.89㎡ 273,743,431円

1,215.34㎡

９号館
（開学３０周年記念館）

尼崎市南塚口町７丁目２９番１号 SRC構造

正門衛室、テニス部室 尼崎市南塚口町７丁目２９番１号 木造

１０号館
（給食経営管理実習棟）

尼崎市南塚口町７丁目２９番１号 鉄骨造平屋建

１１号館
（総合健康学科実習棟）

7,034.41㎡

50.85㎡ 50.85㎡ 692,484円

64.75㎡ 327.89㎡ 66,332,359円

56,603,518円

3,987.02㎡ 460,536,555円

兵庫県尼崎市栗山町1丁目４－１ 鉄筋コンクリート造
256.52㎡ 1,491,299円

学生寮　ドミトリーけやき 尼崎市南塚口町７丁目２９番２号 鉄筋コンクリート造

46.52㎡

4,079.30㎡ 4,079.30㎡

南門衛室、園芸実習室
ポンプ室、集塵庫

尼崎市南塚口町７丁目２９番１号 鉄骨造

スポーツセンター、
スポーツセンター門衛
室

大岡山グリーンキャンパス 兵庫県豊岡市日高町大岡才町９６番地の3 木造

大　学　・　短　大　 合計

学生寮　春帆寮 尼崎市南塚口町7丁目23番17号 鉄筋コンクリート造

40,681.56㎡ 3,224,528,919円

2,244.79㎡ 326,972,988円

1,540.99㎡

689,664,350円

33,587.74㎡

1,540.99㎡

548.02㎡ 548.02㎡ 4,609,897円

2,244.79㎡

45,035,651円



室数   面  積 収容人数 室数  面  積 収容人数 室数   面  積 収容人数 室数   面  積 収容人数

 講義室 3 228.12 252

 演習室 9 292.22 180

 実習室 6 593.45 268 20 1,657.82 630 13 993.22 716

 研究室 18 424.05 18 15 363.27 16 19 612.68 29 30 644.94 40

 図書館

 体育施設

その他管理関係

厚生施設（再掲）

  合  計 18 424.05 18 21 956.72 284 42 2,498.62 911 52 1,930.38 936

　 　　　　 　   　

　 　 　 　 　

 

 

　   　      

 

現在 　  完成時

講義室

室数   面  積 収容人数 室数   面  積 収容人数 室数   面  積 収容人数 室数   面  積 収容人数 演習室

 講義室 3 228.12 252 3 228.12 252

 演習室 9 292.22 180 9 292.22 180

 実習室 39 3,244.49 1,614 39 3,244.49 1,614 42 623.17 325

 研究室 9 206.25 9 73 1,827.14 94 91 2,251.19 112

 図書館

 体育施設

その他管理関係

厚生施設（再掲）

  合  計 9 206.25 9 124 5,591.97 2,140 142 6,016.02 2,158 42 623.17 325

室数  面  積 収容人数 室数   面  積 収容人数 室数   面  積 収容人数 室数   面  積 収容人数 室数   面  積 収容人数 室数   面  積 収容人数

 講義室 39 3,914.64 3,701 42 4,142.76 3,953

 演習室 13 827.05 324 22 1,119.27 504

 実習室 5 508.40 139 5 508.40 139 19 2,267.40 832 105 6,643.46 2,910

 研究室 9 241.66 11 11 294.47 12 1 30.13 1 21 566.26 24 14 757.99 50 126 3,575.44 186

 図書館 12 2,177.33 340 12 2,177.33 340

 体育施設 3 2,217.70 240 3 2,217.70 240

その他管理関係 441 20,805.60 2,805 441 20,805.60 2,805

厚生施設（再掲） 62 2,740.88 1,049 62 2,740.88 1,049

  合  計 14 750.06 150 11 294.47 12 1 30.13 1 26 1,074.66 163 541 32,967.71 8,292 751 40,681.56 10,938

人間看護学科

人間教育学部

総合健康学科室   区  分 児童教育学科

室   区  分

人　間　健　康　学　部

食物栄養学科

短期大学部
専用（合計）

平成31年3月31日
事務管理部作成

人間教育学部児童教育学科、
短期大学部幼児教育学科と共用

人間健康学部
共通

建 物 面 積 合 計 表 （ 単 位 ㎡ ）

大・短共用 合　計

大学専用（合計）
人間健康学部

専用

3

        　4号館　　新4号館

42　 -　 3　 + 　 6　 ＝　45

22　 +　  8  ＝　30

実習室105室のうち情報処理室　5室

室   区  分

短　期　大　学　部 短期大学部
共通生活文化学科 幼児教育学科



 部　　門 部　 門

種　 別 内国書 外国書 冊数合計 内国書 外国書 帳簿価額 内国書 外国書 帳簿価額

一般教育図書（大学・短大は図書） 260,792 41,137 301,929 374 0 184,489円 252 0 94,661円

専門図書 0 0 0 99 0 24,422円 40 0 12,354円

学術雑誌その他 943 288 1,231 137 0 5,382円 317 0 25,169円

視聴覚資料 14,907 636 15,543 99 0 40,912円 165 0 99,179円

 計 276,642 42,061 318,703 709 0 255,205円 774 0 231,363円

4

大学・短大

種別 内国書 外国書 冊数合計

図書 260,792 41,137 301,929 　+令和2年度2,000冊購入　＝　303,929（41,200）冊

専門図書 0 0 0

学術雑誌その他 943 288 1,231 　+電子ジャーナル1,385タイトル（うち外国書26タイトル）　＝　2,616（314）タイトル

視聴覚資料 14,907 636 15,543

 計 276,642 42,061 318,703

平成31年3月31日

帳簿価額

1,398,675,972円

1,398,675,972円

財 　　産 　　目 　　録 資 料　　（　図　書　）

大学・短大 園田学園幼稚園 学が丘幼稚園 

事務管理部作成

  園田学園幼稚園  短大 

   　　　 　　　

 

 

 

 

 

    種別 

 

 

 

 

          種　　



４号館改築工事　工事工程表（予定）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

令和４年

月

現４号館解体工事

新４号館建設工事

令和元年 令和2年 令和3年

内装外装・躯体解体

杭・地盤改良

基礎工事

上部躯体工事

外装工事・内装仕上工事・外構工事

使用開始

埋蔵文化財発掘調査
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資料19

時限 学期 科目名 開講
時期

配当
年次 教員名 教室 科目名 開講

時期
配当
年次 教員名 教室 科目名 開講

時期
配当
年次 教員名 教室 科目名 開講

時期
配当
年次 教員名 教室 科目名 開講

時期
配当
年次 教員名 教室

☆英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 1 1 仲西 131 経営学入門 1 1 水野 135 データサイエンス基礎 1 1 垣東 1317 会計学入門 1 1 篠原 135

通年

☆英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

☆英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

☆英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

☆英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

1

1

1

1

1

1

1

1

井上

柳瀬

平崎

川口

132

134

1311

1312

スポーツ 1 1 板谷 第1Ｇ等

☆英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

☆英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

☆英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

☆英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

☆英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

仲西

井上

柳瀬

平崎

川口

131

132

134

1311

1312

体育論 2 1 中村 136 プレゼンテーション技法 2 1 垣東 1317 統計学（１） 2 1 小田桐 241 経済学入門 2 1 岡本 135

簿記Ⅰ 1 1 瓦田ほか 135 英会話(1) 1 1 井上 134 身体のしくみと医学 1 1 近藤 241 生命を考える 1 1 山本ほか 712 ☆基礎情報処理（1） 1 1 難波 541

暮らしの中の数学 1 1 石井 551 ☆基礎情報処理（1）

☆基礎情報処理（1）

1

1

1

1

吉田

垣東

544

545

SCCセミナー（１）

SCCセミナー（２）

海外研修（オセアニア）

1

1

通

1

1

1

井上

井上

衣笠

簿記Ⅱ 2 1 海外研修（ｱｼﾞｱ） 通 1 赤井瓦田ほか 135 英会話(２) 2 1 井上 134 地域文化論 2 1 岡本ほか 122 女性と社会 2 1 山本 712 ☆基礎情報処理（2） 2 1 難波 541

通年

通年

通年

実践ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ（認定科目） 1 2 占部

☆基礎情報処理（2）

☆基礎情報処理（2）

2

2

1

1

吉田

垣東

544

545

実践英語基礎Ⅰ

生活と経済

1

1

1

1

井上

江川

121

202

☆日本語表現Ⅰ

☆日本語表現Ⅰ

☆日本語表現Ⅰ

☆日本語表現Ⅰ

1

1

1

1

1

1

1

1

川上

芹澤

吉永

川口

111

121

131

132

アジアの文化と社会 1 1 赤井 202 ☆初年次演習Ⅰ

☆初年次演習Ⅰ

☆初年次演習Ⅰ

1

1

1

1

1

1

岩崎

山本

吉永

132

134

137

美術史

国際情勢

1

1

1

1

高木

高尾

131

136

実践英語基礎Ⅱ 2 1 井上 121 ☆日本語表現Ⅱ

☆日本語表現Ⅱ

☆日本語表現Ⅱ

☆日本語表現Ⅱ

2

2

2

2

1

1

1

1

川上

芹澤

吉永

川口

111

121

131

132

オセアニアの文化と社会 2 1 仲西 1311 ☆初年次演習Ⅱ

☆初年次演習Ⅱ

☆初年次演習Ⅱ

2

2

2

1

1

1

岩崎

山本

吉永

131

132

134

女性と社会

芸能を楽しむ

2

2

1

1

荒木

岩崎

714

633

生活と法律

中国語（1）

実践英語応用Ⅰ

1

1

1

1

1

1

下田

談

井上

121

131

132

世界の宗教

現代社会を読み解く

1

1

1

1

岩崎

山本

131

134

ハングル（1） 1 1 仲島 632 文学を楽しむ

宇宙と地球の歴史

1

1

1

1

柏原

平田

131

134

中国語（2）

実践英語応用Ⅱ

2

2

1

1

桐藤

井上

121

132

哲学入門

生き物の世界

2

2

1

1

岩崎

内山

1312

135

ハングル（２）

歴史学入門

食品と環境

2

2

2

1

1

1

仲島

赤井

衣笠

632

139

135

環境問題を考える

人工知能のしくみ

2

2

1

1

辻

小田桐

1316

1317

☆基礎演習 通 1 インターネットセミナーⅠ 1・2 1 大江

日本国憲法 1 1 下田 1317 インターネットセミナーⅡ 1・2 1 小田桐大学の社会貢献 1 1 山本 241

通年

インターネットセミナーⅢ

インターネットセミナーⅣ

1・2

1・2

1

1

垣東

堀田

［２］授業科目の末尾に(１)、(２)を付した科目は、(１)を修得した後、(２)が習得できる （※）この授業は、決められた期間内で、時間・場所を限定しない。「e-Learning」方式で実施する。

e-Learning（※）

３
時
限

13:00
～
14:30

２
時
限

10:40
～
12:10

１
時
限

09：00
～
10:30

木曜日

第
2
学
期

第
1
学
期

４
時
限

14:40
～
16:10

第
1
学
期

第
2
学
期

５
時
限

16:20
～
17:50

第
1
学
期

第
2
学
期

経営学部時間割案（1年次）　2021年度　経営学部2021年度入学者用 園田学園女子大学

第
1
学
期

第
2
学
期

第
1
学
期

第
2
学
期

金曜日月曜日 火曜日 水曜日

集中講義

-1-



経 ０経営学部2021年度入学者用

時限 学期 科目名
開講
時期

Lear

配当
年次

e-Lear

教員名 教室 科目名
開講
時期
配当
年次
教員名 教室 科目名

開講
時期
配当
年次

教員名 教室 科目名
開講
時期
配当
年次
教員名 教室 科目名

開講
時期
配当
年次
教員名 教室

☆英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 1 1 井上ほか 131ほか 経営学入門 1 1 水野 451大 データサイエンス基礎 1 1 垣東 情報 マーケティング論Ⅰ 1 2 鄭 451大 会計学入門 1 1 篠原 451大
ミクロ経済学 1 2 岡本ほか 431中 財務会計論Ⅰ 1 2 篠原 421中 ビジネスコンピューティングⅠ 1 2 永村 情報 上級簿記Ⅰ 1 2・3 篠原ほか 421中 経営管理論 1 2 水野 441中
人的資源マネジメントⅠ 1 2・3 浅井 441中 中小企業論 1 3・4 佐竹 441中 財政学 1 3 足立泰 431中 公営企業会計論 1 3・4 瓦田 431中 ビジュアルプログラミング 1 4 小田桐 431中

スポーツ 1 1 板谷 ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 観光ビジネス 1 3・4 水野 441中

☆英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2 1 井上ほか 131ほか 体育論 2 1 中村 136 プレゼンテーション技法 2 1 垣東 情報 統計学（１） 2 1 小田桐 441中 経済学入門 2 1 岡本 451大
マクロ経済学 2 2 丹羽 431中 財務会計論Ⅱ 2 2・3 篠原 421中 ビジネスコンピューティングⅡ 2 2 永村 情報 マーケティング論Ⅱ 2 2・3 鄭 451大 原価計算論Ⅱ 2 2・3 手嶋 421中
人的資源マネジメントⅡ 2 3・4 浅井 441中 国際マーケティング論 2 3・4 栗木 451大 公共経済学 2 2・3 岡本 431中 上級簿記Ⅱ 2 2・3 篠原ほか 421中 データ活用プログラミング（２） 2 3 小田桐 423小

通年 スポーツ 1 1
簿記Ⅰ 1 1 瓦田ほか 421中 英会話(1) 1 1 井上 134 身体のしくみと医学 1 1 近藤 241 生命を考える 1 1 山本ほか 451大 ☆基礎情報処理（1） 1 1 難波ほか 541ほか
経営組織論 1 2 水野ほか 441中 財務マネジメント 1 2・3 鳥邊 451大 暮らしの中の数学 1 1 石井 551 生産マネジメント 1 2・3 呉 441中 現代企業論 1 2・3 岡本 441中 SCCセミナー（１） 1 1 井上
応用財務会計論 1 3・4 高須 422小 国際経済論 1 3・4 岡本 431中 公会計論 1 2・3 瓦田 451大 文化遺産マネジメント 1 3・4 大江 422小 経済統計分析論 1 3・4 車井 422小 SCCセミナー（２） 1 1 井上
国際地域B 1 3・4 江川 423小 管理会計論１ 2 3・4 手嶋 421中 非営利組織会計論 1 3・4 境 431中 原価計算論Ⅰ 1 2 手嶋 421中

海外研修（オセアニア） 通 1 衣笠
簿記Ⅱ 2 1 瓦田ほか 421中 英会話(２) 2 1 井上 134 地域文化論 2 1 岡本真ほか 122 女性と社会 2 1 山本 451大 ☆基礎情報処理（2） 2 1 難波ほか 541ほか 海外研修（ｱｼﾞｱ） 通 1 赤井
経営戦略論 2 2 呉 441中 企業分析論 2 3・4 鳥邊 451大 データ解析技法 2 3 喜始 情報 データ活用プログラミング（１） 1 3 小田桐 情報 監査論 2 3・4 湯下 441中
国際地域A 2 3・4 江川 423小 管理会計論Ⅱ 2 3・4 手嶋 421中 非営利組織論 2 3 當間 431中 実践ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ（認定科目） 1 2 占部

通年
実践英語基礎Ⅰ 1 1 井上 121 ☆日本語表現Ⅰ 1 1 川上ほか 111ほか アジアの文化と社会 1 1 赤井 133 ☆初年次演習Ⅰ 1 1 岩崎ほか 133ほか 金融リテラシー 1 3・4 江川 422小
生活と経済 1 1 江川 421中 税務会計論Ⅰ 1 2・3 鈴木 421中 日本経済論 1 2・3 丹羽 431中 会社法 1 2・3 下中 441中 コーチングマネジメント論 1 3・4 澤田 421中
ビジネス英語Ⅰ 1 2 Sakaue 441中 多国籍企業論 1 3・4 呉 441中 美術史 1 1 高木 131

国際情勢 1 1 高尾 136

実践英語基礎Ⅱ 2 1 井上 121 ☆日本語表現Ⅱ 2 1 川上ほか 111ほか オセアニアの文化と社会 2 1 仲西 1311 ☆初年次演習Ⅱ 2 1 岩崎ほか 131ほか 女性と社会 2 1 荒木 451大
ビジネス英語Ⅱ 2 2 Sakaue 441中 税務会計論Ⅱ 2 3・4 鈴木 423小 国際金融論 2 3・4 江川 431中 情報リテラシー 2 2 垣東 情報 芸能を楽しむ 2 1 岩崎 633

国際経営論 2 3・4 山口 441中 地域文化デザイン 2 3・4 岡本真 441中 経営情報論 2 3・4 古賀 441中

通年

生活と法律 1 1 下田 121 世界の宗教 1 1 岩崎 422小 ハングル（1） 1 1 仲島 632 文学を楽しむ 1 1 柏原 131 統計学（２） 1 2 小田桐 451大

中国語（1） 1 1 談 131 社会心理学 1 2・3 足立 431中 地域インターンシップ 1 3 大江・岡本ほか 421中 民法Ⅰ 2 2 森澤 431中 行政法Ⅱ 1 3・4 草薙 431中

実践英語応用Ⅰ 1 1 井上 132 現代社会を読み解く 1 1 山本 441中 国際会計論 1 2・3 篠原 421中

心理学 1 2 足立 431中 地方自治制度論 1 3・4 江川 451大

宇宙と地球の歴史 1 1 平田 422小

中国語（2） 2 1 談 121 哲学入門 2 1 岩崎 422小 ハングル（２） 2 1 仲島 632 環境問題を考える 2 1 辻 1316 産業・組織心理学 2 3・4 足立 451大

実践英語応用Ⅱ 2 1 井上 132 生き物の世界 2 1 内山 135 歴史学入門 2 1 赤井 139 民法Ⅱ 2 2・3 森澤 431中 行政法Ⅰ 2 3・4 草薙 431中

集団心理学 2 2・3 足立 431中 地域振興論 2 2・3 水野・内平 421中 ニューパブリックマネジメント 2 3・4 小田切 421中

食品と環境 2 1 衣笠 135 人工知能のしくみ 2 1 小田桐 1317

通年
☆研究演習
☆外書講読
☆卒論演習

通
通
通

3
3
4

演習
423小
演習

☆研究演習
☆外書講読
☆卒論演習

通
通
通

3
3
4

演習
423小
演習

☆研究演習
☆外書講読
☆卒論演習

通
通
通

3
3
4

演習
423小
演習

☆基礎演習 通 1 演習

日本国憲法［児教・ビジ］ 1 1 下田 1317 ☆大学の社会貢献 1 1 山本 451大 ☆つながりプロジェクト 1 2 演習 特殊講義Ⅰ 1 2・3 江川 451大

インターネットセミナーⅠ 1・2 1 大江

インターネットセミナーⅡ 1・2 1 小田桐

インターネットセミナーⅢ 1・2 1 垣東

☆専門演習 2 2 演習 特殊講義Ⅱ 2 3・4 江川ほか 451大 インターネットセミナーⅣ 1・2 1 掘田

通年
☆研究演習
☆外書講読
☆卒論演習

通
通
通

3
3
4

演習
423小
演習

☆研究演習
☆外書講読
☆卒論演習

通
通
通

3
3
4

演習
423小
演習

☆研究演習
☆外書講読
☆卒論演習

通
通
通

3
3
4

演習
423小
演習

☆研究演習
☆外書講読
☆卒論演習

通
通
通

3
3
4

演習
432小
演習

営学部授業時間割案（完成年度） ２ ２４年度

（決められた期間内で、時間・場所を限定しない「e e ning」方式で実施する）

集中講義

第
2
学
期

園 学園女子大学

月曜

田

日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

１
時
限

09：00
～
10:30

第
1
学
期

第
2
学
期

２
時
限

10:40
～
12:10

第
1
学
期

５
時
限

16:20
～
17:50

第
1
学
期

L a ning

第
2

e-

学
期

３
時
限

13:00
～
14:30

第
1
学
期

第
2
学
期

４
時
限

14:40
～
16:10

第
1
学
期

第
2
学
期

-2-



教室利用状況（開設初年度（経営学部1年次生））
【第１学期】（曜日時限別）

資料20

名

義

室 座 数 月 月 月３ 月４ 月５ 火1 火2 火3 火4 火5 水1 水2 水3 水4 水5 木1 木2 木3 木4 木5 金1 金2 金3 金4 金5

１１ 講義室 ８１ 4

4

45 47 47 経営 21 21 24 24 44 44

１２１講 室 ８１ 14 経

1義

経営 経営 8

１２２講義室 ９９ 30 33 51 11 5 50 43 38 12 11 50 13 31 12 15 51 49 46 49

１３１講義室 ４ 経営 経営 5

521

営 経営 経営 経営

１３２講義室 ６３ 営 41 経営 経

１

５

営 12 37 22 経営 24 26

１３３講義室 ９９ 1 12 41 38

習

8 8 37 51 12 50 24 26 52 49

１３４講義室 ７２ 経営 4

室

35 経営 経営

6

２ ８

0 11 20 5

7

経営 経営

１３５講義室 １４４ 27 経営 6 58 50 経

9

31 30 55 82 50 66 40 40 45 96 15 経営 25 24 62

１３６講義室 ８１ 24 19 32 3 6 25 31 1

5２ ３

25 29 経営

１３７講義室 ７２ 70 29 29 45 4 29 30 46 34 24 27 43 経営 15 32 35 36

１３８講義室 ７２ 27 25 17 14 5

5

6 7

0 4

３９講義室 ９

4

34 30 38 51 38 21 5 12 23 23

営

39 14 23 11 38 38 38

１３１０講義室 ８１ 22 22 15 7

0

49 18

１ １１講義室 ４８

講

営 20 12 13 12 21

１ １２講義室 ４８

８

経営 22 11 24 25 23 20

１３１３講義室 ５４ 29 20 29 24 17 12 11

１３１４講義室 ５４ 30 14 12 1 28 4 30 16 7 31

１３１

営

５講義室 ６３ 8 23 18 49

１３１６講義 ６６ 6 12 30

演

1室

2 30 8 16 23 4

経

１３１７講義室 １８０ 70 48 経営 94 40 31 30 営 78 84 99

６

102 15 46 69

１３１８講義室 ４８ 29 30 5 22 46

２

7 3

4

16 29 9 30 4

１４０

5

大講義室 ５１０

１４１演習室 １０ 6 7

講

１４２第１音楽室 １９５ 4

室

7 32

４

29 30 30 31

１４ 第2音楽室 ７２ 2

義

6 23３

２０１講義室 ７２

２０２講 室 １０８ 経営 経営

2

経

２０３講義室 ４５

２０４講義室 ５

２０５演習

6

２４ 経営

２２１ 義室 ９９ 30

2

48 1 49 49 47 4

室

34 38 26 41

２２ 講義室 １００ 17 4 4

2

29 18 4 36 47 16 32 37 12

２３１演習室 ２８ 6 7 16

３

経営

２３２演習室 ２６ 14 経営

２３３演習室 ２

経

5 7 経営

２３

３

1

４演習室 ２６ 14 営

２３５演習

０

２６ 11 5 8

１

3 経営

２３６

1

習室 ２６ 7 経

4

２３７演習室

2

5 経営

２４１ 義室 ２４４ 1 6 74 60 53 93 経

2

87 経営 84

営

9 79 50 53 95 92 108 1 4 104 10

２４２講義室 ４８

２４３講義室 ８１ 105 105

２４４演習室 ２４ 6 経営

３２１ ＡＶホール １５６ 93 7 93 82 9

1

3

8

４ １講義室 １０ 28 30 61 72 1 99 44 4

1

84

102 41 1

４２ 講義室 １０

４２３講義室 ８９ 22 35 3 30 32 23

経

9 33 23 50 20 10

５４１演習室 ４８ 経営

５４２演習 ４５

５４３演 室 ９９

経

４４演習室 ４８ 経営

５４５演習室 ４８ 経営

５５１演習室 ２１ 経営

６３ 講義室 ６３ 3

５

2 24 8

営

0 46 7 14 14 4 35 33 30 1

義

47 49 29

６３２講 室 ６３ 31 2

5１

9 16 7

月１ 月２

1 9 経営 30

席

30 15 7 49

６３３講義室 ５４ 24 26 3 26 38 4 31 14 37 31 33 34 4

７１１講 室 ４８ 18 9 15 7

７１２講義室 １２０ 63 79 32/89 90 90 92 92 39 経営 80 71 89 4 9 59 38

７１３講義室 １０５ 9 88 88 87 87 84 87 88 18 18 21 23 87 87 88

７１４講義室 １０７ 17 17 17 17 39 38 48 33 26 16 14 92 24

７１５講義室 １２０ 92 87 87 87 87 87 93 87 91 87 87 87 87 87 79 106 29 16 87 93 87 87

多目的ルーム（SC） ３０ 41 17 11

-１-



教室利用状況（開設初年度（経営学部1年次生））
【第２学期】（曜日時限別）

名

88

室 座 数 月１ 月２ 月３ 月４ 月５ 火1 火2 火3 火4 火5 水1 水2 水3 水4 水5 木1 木2 木3 木4 木5 金1 金2 金3 金4 金5

１１ 講義室 ８１ 4

8745 87 87 89 88

経営 26 26 3 3 12 5 5

１２１講 室 ８１ 経営 経

70 48

87 87

経営 16 14 8

１２２講義室 ９９ 14 24 27 37

義

講

31

経営 42 43 73 15 5 5

１３１講義室 ４ 経営 8 経営

3142 40 42 1523 26

営

１３２講義室 ６３ 営 19 経営 経営

６

39 10

室

12 12

経

36 25

４

経営 26

8

１３３講義室 ９９ 13 1 4 11 42 13 12

50 45 44４ 義

１

139/3137 60

１３４講義室 ７２ 経営 8

30 31 31 30

経営 30 11 経営

０

３

習

１３５講義室 １４４ 25 経営 4 6 46 77 経営 5

室

134 117 107 46

39 経営

60 96 80 26

84 1 7 5 15 経営 25 2

１３６講義室 ８１ 20 経営 31 20

２ ２

73 23

３７講義室 ７

７

2 2 36 4 0 31 48 13 30 3 3 2 4 15 31

２

営

4

１３８講義室 ７２ 14 28 22 8 72 4 3 46

１３９ 義室 ９０ 39 38

２

営

６

経営 20 23 40 1 23 2 39

１ １０講義室 ８１ 15

27 25

8 27 25

１３１１講義室 ４ 経営 11 経営 16

47 48２

40 40

３１２講義室 ８ 経営 経営 11 25

営演

義

27

25 72

室

20 17

13

１３１ 講義室 ５４ 28 2

96 14132

3 6 1 1

１３１４講義室 ４ 10 12 1 30 25 30

室

72義

31

4 2 72 43 15 11 11

３１５講義室 ６３ 11１ 29 24 3 24 16 13 49

１３１６講 室 ６６ 12 47 47 8

23５

13 1322 30

経営 16

１３１７講義 １８０ 61 93 92 115

３

４１

40 107 経営 95 3 経営 9 46

１３１８講義室 ４８

８

24 30 35 38 7 12 16 1 12

１４０大講義 ５１０ 31 30 72 5

３

14 2412

１４１演習室 １０ 6 7

１４２第１音楽室 １９５ 47 32 49 7

１４３第２音楽室 ７２

講

25 31 32 13

２０１講

39

33 49139 34 34 35 25

義室 ７２

２０２講義室 １０８ 39 27

28 25 41

２０３講義室 ４５ 92 92 92

２０

２

４講 室 ４５

２０５

１

習室 ２４ 経

２２１講義室 ９９ 17 47 61 4 54 34 38 39 41

2414 7254 41

２２ 講義室 １００ 4 4

45 44

7 4

5

7 19 8 6 16 2

8

8

2

２３１演習室 ２８ 6 4 7 16 経営

２３２

8 10

演習室 ２６ 14 経営

２３３演習室 ２ 7 16 経営

２３

経

経

４演習室 ２６ 14 経

５

２３５演習室 ６ 5

51 51

8 13 経

営

２３６演習室 ６ 7

義

経営

２３ 演習室 ８ 経営

39 3940 40

４１講義室 ４４ 44 100 6 9

１

席

2 45 経営 90 1 1 4

２４２講義 ４８

２４３講義室 ８１

２４４演 室 ２４ 6 経営

２１ ＡＶホール １５６

４２１講義室 １ ３ 28 22 61 41 3 3 3 34 56 47 74 91 51 6 30

４２２講義室 ０８ 51 56 93

２３講 室 ８９ 10 5 4 7 39

５４１演習室 ４８ 経営

５４２演習室 ４５

５４３演習室 ９９

５ ４演習室 ４８ 営

５４５演習 ４８ 経営

６３１講義室 ６３ 30 33 3 34 15 11 15

６３２講義室 ３ 33 29 37 33 29 4 2 経営 34 9 4 4 4 1

６３３講義室 ５４ 31 3 28 51 15 13 29 経営

７１１ 義室 ４８ 11 6 6 5 5 15 5 7

７１２講 室 １２０ 49 91/109 90 92 90 89 89 83 経営 90 90

７１３講義室 １０５ 58 47 44 31 42 8 8

７１４講義室 １０７ 83 83 83 83 8 83 83 7 4 16 52 経営

７１５講義室 １２０ 4 8 8 8 8 87 88 88 85 85 91 87 87 8 3 47 16 8 87 87 87

多目的ルーム（SC） ３０ 14 40 20 31

-２-



２教室利用状況（完成年度新４号館・１学期） ０２４年度 園田学園女子大学

akaue

150 431

教室
サイズ
教

150 441

室名 時限 科目名
開講
時期
配

大（300 451

当
年次
教

150 421

員名 科目名
開講
時期
配

小（100 422

当
年次
教

423

員名 科目名
開講
時期
配当
年次
教員名 科目名

開講
時期
配

432

当
年次
教

保育内容指導法 Ⅰ

員名 科目名
開講
時期
配

基礎教育

当
年次
教

保育内容指 環境（2

員名

1 衛生学（総） 1

保育者論

2 近藤 経営学入門 1 1 水野 マーケティング論Ⅰ 1 2 鄭 会計学入門 1 1 篠原

2 財務マネジメント 1 2・3 鳥邊 公会計論 1 2・3 瓦田 生命を考える 1 1 山本ほか

3 教育制度・教育経営（教） 1 2 久保田 健康管理概論（総） 1 2 近藤

4 実用英語Ⅰ（児） 1 1 井上 特別活動の指導法（教） 1 3 荊木 地方自治制度論 1 3・4 江川 統計学（２） 1 2 小田桐

5 ☆大学の社会貢献 1 1 山本 特殊講義Ⅰ 1 2・3 江川

1 人的資源マネジメントⅠ 1 2・3 浅井 中小企業論 1 3・4 佐竹 観光ビジネス 1 3・4 水野 小児保健（総） 1 2 中島 経営管理論 1 2 水野

2 経営組織論 1 2 水野ほか 英会話（1） 1 1 J．キム ストレス・マネジメント（総） 1 2 寺田 生産マネジメント 1 2・3 呉 現代企業論 1 2・3 岡本

3 ビジネス英語Ⅰ 1 2 Sa au 多国籍企業論 1 3・4 呉 会社法 1 2・3 下中

4 現代社会を読み解く 1 1 山本 保育 導法 環境 ）（幼） 1 2 永井

5 日本国憲法（共） 1 1 下田

1 ミクロ経済学 1 2 岡本ほか 看護学Ⅰ（総） 1 1 中島 財政学 1 2・3 足立泰 公営企業会計論 1 3・4 瓦田 ビジュアルプログラミング 1 4 小田桐

2 国際経済論 1 3・4 岡本 身体のしくみと医学 1 1 近藤 非営利組織会計論 1 3・4 境

3 生命倫理（共） 1 1 山本 日本経済論 1 2・3 丹羽 保育実習指導ⅠA(児） 通 2 原田

4 心理学 1 2 足立 社会心理学 1 2・3 足立 民法Ⅰ 2 2 森澤 行政法Ⅱ 1 3・4 草薙

5

1 初年次演習Ⅰ（共） 1 1 石井 財務会計論Ⅰ 1 2 篠原 教科教育法（保健体育）Ⅱ（教） 1 3 澤田 上級簿記Ⅰ 1 2・3 篠原ほか

2 簿記Ⅰ 1 1 瓦田ほか 管理会計論１ 2 3・4 手嶋 原価計算論Ⅰ 1 2 手嶋

3 生活と経済 1 1 江川 税務会計論Ⅰ 1 2・3 鈴木 コーチングマネジメント論 1 3・4 澤田

4 スポーツトレーニング論（総） 1 2 板谷 保育実習指導Ⅱ（児） 1 3 黒木 地域インターンシップ 1 3 大江・岡本ほか 国際会計論 1 2・3 篠原 スポーツ社会学（総） 1 3 松村

5 つながりプロジェクト（共） 1 2 松野

1 食品の官能評価・鑑別論（生） 1 2 林

2 応用財務会計論 1 3・4 高須 暮らしの中の数学 1 1 石井 文化遺産マネジメント 1 3・4 大江 経済統計分析論 1 3・4 車井

3 保育 A（幼） 1 1 林 保育内容指導法人間関係Ⅰ（児） 1 2 田窪 金融リテラシー 1 3・4 江川

4 体つくり運動（Ｂ）（総） 1 1 寺田 世界の宗教 1 1 岩崎 宇宙と地球の歴史 1 1 平田 生活（児） 1 2 川渕

5 つながりプロジェクト（共） 1 2 荒川

1 英語コミュニケーションⅠ（食） 1 1 井上 栄養生理学A（食） 1 2 松葉 基 B（共） 1 1 中見 栄養学総論ⅡA（食） 1 2 田渕 保 導 環境 Ａ（児） 1 2 田窪

2 国際地域B 1 3・4 江川

3

4 ☆外書講読 通年 3 ☆外書講読 通年 3 ☆外書講読 通年 3

5 ☆外書講読 通年 3 ☆外書講読 通年 3 ☆外書講読 通年 3 つながりプロジェクト 1 2 山本 ☆外書講読 通 3 4 小

-
3
-

経営学部専門科目

小（100） 42

水曜日 木曜日月曜日 金曜日

小 1 ） 42

中（1 42

火曜

）

日

大 3 ） 45

中（1 ） 44

中（1 ） 43



２教室利用状況（完成年度新４号館・２学期） ０２４年度 園田学園女子大学

食料経済学

中（

教室
サイズ
教

中（

室名 時限 科目名
開講
時期
配

中（

当
年次

教

大（

員名 科目名
開講
時期
配

小（

当
年次

教

小（

員名 科目名
開講
時期
配

英語

当
年次

教

保育内容指導法 1

員名 科目名
開講
時期
配

保育者論

当
年次

教

教育心理学

員名 科目名
開講
時期
配当
年次

教員名

1 食品加工学（食） 2 3 渡邉 国際マーケティング論 2 3・4 栗木 マーケティング論Ⅱ 2 2・3 鄭 経済学入門 2 1 岡本

2 企業分析論 2 3・4 鳥邊 英語コミュニケーションⅡ（共） 2 1 井上 女性と社会（共） 2 1 山本

3 生命倫理（共） 2 1 山本 運動生理学（総） 2 1 藤澤 女性と社会 2 1 荒木

4 特別活動の指導法（教） 2 3 中村 日本国憲法（共） 2 1 下田 産業・組織心理学 2 3・4 足立

5 特殊講義Ⅱ 2 3・4 江川 日本国憲法（共） 2 1 下田

1 人的資源マネジメントⅡ 2 3・4 浅井 統計学（１） 2 1 小田桐

2 経営戦略論 2 2 呉 体育論（共） 2 1 中村 監査論 2 3・4 湯下

3 ビジネス英語Ⅱ 2 2 Sakaue 国際経営論 2 3・4 山口 地域文化デザイン 2 3・4 岡本真 経営情報論 2 3・4 古賀

4 教職論（児） 2 2 日和佐 児童家庭福祉（児） 2 2 小島 公衆衛生学（総） 2 2 近藤

5 食 AB（食） 2 2 小野 人権教育（共） 2 1 西尾

1 マクロ経済学 2 2 丹羽 公共経済学 2 2・3 岡本 保育 BC（幼） 2 1 林

2 教育課程構成論（児） 2 2 田窪 解剖生理学Ⅰ（総） 2 1 林 非営利組織論 2 3 當間 保育実習指導ⅠB（児） 通 2 原田

3 国際金融論 2 3・4 江川

4 集団心理学 2 2・3 足立 現代女性と健康（共） 2 1 寺村 教科基礎演習Ⅰ（共） 2 3 廣岡 民法Ⅱ 2 2・3 森澤 行政法Ⅰ 2 3・4 草薙

5

1 初年次演習Ⅱ（共） 2 1 石井 財務会計論Ⅱ 2 2・3 篠原 上級簿記Ⅱ 2 2・3 篠原ほか 原価計算論Ⅱ 2 2・3 手嶋

2 簿記Ⅱ 2 1 瓦田ほか 管理会計論Ⅱ 2 3・4 手嶋 教育 BC（幼） 2 1 中見

3 栄養学総論ＩA（食） 2 1 田渕 スポーツ指導論（総） 2 2 木田 食品加工貯蔵学(生） 2 1 眞木 保育実習指導ⅠA（児） 通 2 原田

4 地域振興論 2 2・3 水野・内平 ニューパブリックマネジメント 2 3・4 小田切

5 大学の社会貢献（共） 2 1 山本

1

2 オセアニアの文化と社会 2 1 仲西

3 特別活動の指導法（児） 2 3 荊木 社会的養護内容（幼） 2 2 田邉 教育原理（児） 2 1 平田他 芸能を楽しむ 2 1 岩崎

4 哲学入門 2 1 岩崎 生涯スポーツ論（総） 2 1 澤田

5 看護学Ⅱ（総） 2 1 中島

1 体育論（共） 2 1 中村 保育 言葉（ ）（幼） 2 1 向井 英 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ（共） 2 1 井上 データ活用プログラミング（２） 2 3 小田桐

2 国際地域A 2 3・4 江川

3 教育相談Ⅰ（児） 2 2 河嶋 税務会計論Ⅱ 2 3・4 鈴木 保育の計画と評価（幼） 2 1 服巻

4 ☆外書講読 通年 3 ☆外書講読 通年 3 ☆外書講読 通年 3

5 ☆外書講読 通年 3 ☆外書講読 通年 3 ☆外書講読 通年 3 ☆外書講読 通 3

-
４
-

経営学部専門科目

水曜日

小 100） 423

木曜日 金曜日

小 100） 422

大 300） 451

月曜日 火曜日

中 150） 441

中 150） 431

中 150） 421
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合

ー

計

書の整備計画

誌

冊数

分類 令和2年度 令和3年度 計

経営学 907 636 1,543

経済学 92 9 101

社会科学 164 34 198

情報学 60 13 73

政治・法律 58 5 61

内国書（専門）合計 1,300 700 2,000

経営学/経済学 700 300 1,000

電子（専門）合計 700 300 1,000

合計 2,000 1,000 3,000

ナル

（20 冊 ｐ.２参照）

440 タイトル

約3,500 点

図

電子ジャ

雑

１



和雑誌明細

No. 雑誌名 出版社名 備考
1 日経ビジネス 日経ﾏｸﾞﾛｳﾋﾙ社

2 週刊東洋経済 東洋経済新報社

3 週刊ダイヤモンド ダイヤモンド社

4 Accounting/企業会計 刊月 中央経済社

5 N WS WEEK 週NE 日本版 刊 CCCメディアハウス

6 会計人コース 月刊 央経済社中

7 季刊会社四季報 上場版 洋 済新報社東 経

8 企業診断 月刊 同友館

9 国際商業 月刊 国際商業 版出

11 財政金融統計月報 月刊 中央印刷

11 方財務 月刊地 ぎょうせい

12 央労働時報 月刊中 労委協会

13 プレ デント 月2回ジ プレジデント社

14 貿易と関税 月刊 日本関税協会

15 年 回流通研究 4 日本商業学会

6 一橋 ジネスレビュー 季刊ビ 東洋経済新報社

17 会計 月刊 山書店森

18 ー会計・監査ジャ ナル 月刊 第一法規

19 企業実務 月刊 ・エヌ ジェイ出版販売

20 経済 月刊 新日本出版社

日

会 上

1

1

1

1 流

1

10

２



学部 学
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-1-

インターンシップに関する覚書

（以下、甲という）と園田学園女子大学（以下、乙という）は、甲が乙の学生を

就業体験（インターンシップ）目的で受け入れるに際し、以下のとおり覚書を締結する。

１ 習受入条件

実 習 生 氏 名 （ 科３年次）

実習の職務内容

または部署

年 月 日 平成 年 月 日 計 日実 習 期 間 平成 ～

時 分 休憩 時 分 ）習実 時 間 時 分 ～ （ ～ 時 分

間 実 の時 外 習 有無 無 有

有実 習 手 当 無

交 通 費 補 助 無 有

有 （補助額食 事 補 助 無 （ 助 ）

与習 服 無 有 （貸 ）実

そ の 他

他 条

(a) 実習 は期間中、甲の従業員に適用されている就業規則等に従うものとする。

(b) 実習開始に当たり、 習生は甲から甲の企業活動の内容と実習内容について説明を受け、以降の実習では

適宜指導を受けながら業務を体験できるものとする。なお、実習内容については、乙は甲に一任する。

(c) 実習生は期間中、実習

そ

場の責任者の指示に従わねばならない。

(d) 実習生は実習期間及び終 後、実習で知り得た甲および甲の取引先企業等の機密を漏洩してはならない。

実習内容についても乙以外に公表しない。乙はその旨、事前に指導を徹底する。

(e) 実習生が故意または重大な

大 学

失により第三者に損害を与えた場合は、その損害を賠償しなければならない。

(f) 甲の指示に従わず、または故 もしくは重大な過失により甲に損害を与えたときは損害を賠償させること

がある。

(g) 実習に参加する学生が自宅から

各

た 覚

習先ま の途上および実習体験中の災害による傷害、または実習体験中

の行為による甲の関係者等第三者への損壊等、実習体験中のリスクについては、労働基準法上の労働者に該

当しないため、労働者災害補償保険法が適用されない。なお、実習生は「学生教育研究災害傷害保険」に加

入し、これによりリスクを担保する。

(h) 実習を行うについては、乙は甲に「推 、

実 で

意

過

薦状」 甲は乙に就業体験プログラムを提示しなければならない。

(i) この覚書の解釈に疑義が生じた場合、ま

了

、この 書に記載のない事項、事案の発生等について記載の必

要があれば、甲乙協議の上決定する。

上記を証するため正本２通を作成し、双方捺印の上

現

１通を保管する。

年 月 日

甲

乙 尼崎市南塚口町 7丁目 29-1

園 田 学 園 女 子

実

生

２ の の 件



資料２２

2020年2月1日現在

業種 企業・団体名 住所 受入人数

1 医療、福祉 株式会社グッドよし鍼灸接骨院本院 尼崎市潮江2-38-23 1

2 運輸業、郵便業 寺本運輸倉庫株式会社 尼崎市南初島町17 1

3 卸売業・小売業 コロンビア珈琲株式会社 尼崎市小中島3-13-1 1

4 卸売業・小売業 日成化学鍍金工業株式会社 尼崎市名神町1-1-13 1

5 卸売業・小売業 有限会社寶屋遊亀 尼崎市杭瀬本町1-18-20 1

6 卸売業・小売業 ネッツトヨタ神戸株式会社 尼崎市名神町1-18-25 1

7 卸売業・小売業 有限会社アクセスコーポレーション 尼崎市東難波町5-21-7 1

8 卸売業・小売業 生活協同組合コープ神戸 神戸市東灘区住吉本町1-3-19 1

9 教育、学習支援業 社会福祉法人樫の木会 尼崎市開明町3-22 2

10 建設業 中谷機工（株） 尼崎市塚口本町6-8−18 1

11 建設業 株式会社みつば電気 尼崎市西難波町3-17-13 1

12 建設業 宮崎建設株式会社 尼崎市杭瀬北新町1-5-11 1

13 建設業 株式会社小川電設 尼崎市西難波町2-4-27 1

14 建設業 株式会社大和工業所 尼崎市東海岸町1-43 1

15 建設業 苅田建設工業株式会社 尼崎市平左衛門町18-31 1

16 サービス業 株式会社栄水化学 尼崎市築地2-6-25 1

17 サービス業 公益財団法人尼崎市スポーツ振興事業団 尼崎市西長洲町1-4-1 1

18 宿泊業、飲食サービス業 株式会社尼崎セントラルホテル 尼崎市昭和南通4-30 1

19 情報・通信業 株式会社フジ・データ・システム 尼崎市東難波町5-21-14 1

20 情報・通信業 テクノシンク情報システム株式会社 尼崎市昭和通3-90-1 尼崎KRビル204 1

21 生活関連サービス業、娯楽業 東洋リビングサービス株式会社 尼崎市今福1-2-2 1

22 製造業 太洋アルミ鋳造株式会社 尼崎市猪名寺2-21−28 1

23 製造業 神崎高級工機製作所 尼崎市猪名寺2-18−1 1

24 製造業 株式会社布谷計器製作 尼崎市名神町2-15-24 1

25 製造業 株式会矢田製作所 尼崎市神崎町43-6 1

26 製造業 フジシールグループ（株式会社フジアステック） 尼崎市潮江5-9-11 1

27 製造業 有限会社中野製作所 尼崎市潮江5-7-5 1

28 製造業 大阪富士工業株式会社 尼崎市常光寺1-9-1 1

29 製造業 関西化学機械製作株式会社 尼崎市南七松町2-9-7 1

30 製造業 株式会社新征テクニカル 尼崎市西長洲町2-2-48 1

31 製造業 株式会社ヤマシタワークス 尼崎市西長洲町2-6-18 2

32 製造業 株式会社武内製作所 尼崎市杭瀬本町1-6-14 1

33 製造業 株式会社ヤブサダイナミックス 尼崎市北城内51 1

34 製造業 アマテイ株式会社 尼崎市西高州町9 1

35 製造業 株式会社TERIC 尼崎市西高洲町16-44 1

36 製造業 株式会社濱本ジェネラルコーポレーション 尼崎市高須町1（日本製鉄株式会社尼崎製造所内） 1

37 製造業 淀川加工印刷株式会社 尼崎市北初島町16-6 1

38 製造業 大阪油脂工業株式会社 尼崎市大浜町2-5-2 1

39 製造業 株式会社大阪ソーダ 崎工場 尼崎市大高洲町１１ 1

域

製4 造業 株式会社ニプロン 尼崎市大浜町2 1

丁目

製4 造業 株式会社宮田製作所武庫川工場（尼崎武庫川工業団地内） 尼崎市尾浜町1 1

46

製4 造業 ステンレスジョイント株式会社 尼崎市平左衛門町1 1

丁目

製4 造業 丸一興業株式会社 尼崎市杭瀬北新町3 1

45

44 専門、技術サービス業 ひょうご税理士法人 尼崎市南塚口町2-6−27 1

3-2-28

官4 公庁 兵庫県庁 神戸市中央区下山手通5丁 10番1号 3

43

官4 公庁 尼崎市役所 町1丁 23番1号 2

18-37

合計 51

経

42

営学部ビジネス学科 地 インターンシップ受け入れ企業・団体一覧

1-30-3741

2-5740

尼

-2-
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第５条 部 価 実

1

園田学園女子大学・園田学園女子大学短期大学部の内部質保証に関する規程

平成29 年４月１日 制

会

）

（目 ）

第１条 この 程 、園田学園女子大学および園田学園女子大学短期大学部（以下、「本学」

という。）が掲げる目的の達成および理念の実現のため、本学の教育研究活動・管理運

営等に関する継続的な自己点検・評価を行い、その結果をもとに改革・改善に努め、本

学の教育研究活動の質的向上と管理運営の効率化を図ることを目的とする。

（内部質保

学 員 が

指

学 長

の組織）

第２条 本学は、前 の 的を達成するために、次の各号に掲げる組織を置く。

（１）内部質保証 責任を負う組織（以下、「内部質保証組織」という。）

（２）全学自己点検 評価委員会（以下、「全学委員会」という。）

（３）部署別自己点検 評価委員会（以下、「部署別委員会」という。）

（４）領域別作業部会

（

、

）外部評価委員会

（内 質保証組織）

第３条 内部質 証組織は、全学委員 に 出された自己点検・評価結果および外部評価委

員会の検証結果について審議し、課題等について必要な事項を決定し、改革・改善に努

める。

２ 内部質保証組織は、認証評価機関

そ

己

か の指摘事項等について、迅速かつ適切に対応す

るものとする。

３ 内部質保証組織の役務は、運営会議が

掲 す 。

当 る。また、内部質保証に関する事務は、企

画運営部が担当する。

（全学委員会）

第４条 全学委員会は、次の各号に

担 す

等 ら

げる事項を所管 る

（１）自己点検・評価の実施に関する事項

（２）自 点検・評価結果の公表に関する事項

（３） の他、学長が必要と認めた事項

２ 全学委員会は 次の各号に掲げる者で構成する。

（１） 部

（２）部長

（３）法人本部事務局長

（４）学長が

保 会 提

名する者

３ 全 委員会に委 長を置き、委員長は学長 任命する。

（部署別委員 ）

部署別委員会は、全学委員会の指示に基づき、所属する 署の自己点検・評 を

部

５

・

・

に

条 目

証

規 は

的

定（

施する。
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2

２ 署別委員会は、次の各号に掲げる者で構成する。

（ ）学部長

（２ 学科長

（３） 置・附属機関長

（４）部

の 程 施 に 成

（５）課長

６）法人本 事務局長

（７）室長

（領

織 長 行

別作業部会

第６条 領域別作業部会は 部 別委員会の自己点検・評価結果に基づき、認証評価機関等

の基準を踏まえ、全学的な視点で自己点検・評価を実施する。

２ 領域別作業部会は、学

価 と げ い

が 名する者をもって構成する。

（外部評価委員会）

第７条 外部評

３

委員会は、本学の内 質 証について、検証を行う。

２ 外部評価委員会は、次の各号で掲 る で構成する。

（１）学識経験者

（２）地域の有識者

（

げ 者

価 部 保

）その他

３ 外部評 委員会の任期は１年 し、再任は妨 な 。

（規程の改廃）

第８条 この規程の改廃は、内部質保証組

長 指

の議を経て、学 が う。

附 則

１ この規程は、平成29 年４月１日から施行する。

２ こ

、 署

域 ）

（ 部

長

規 の 行 伴い、本学の自己点検・評価に関する規程（平 1 年４月１日制定）

は廃止する。

附

）

１

部



全教職員研修一覧（平成24年度～令和元年度）

年度 実施日 講師 役職 題目

平成26年度 平成26年9月9日

午前の部 大江　　篤 教学支援部長
『研究における不正行為』
『研究費の不正行為』に関するガイ
ドラインの見直し

午後の部 河本　達毅
文部科学省　大学改
革推進室　専門職

大学教育の質的転換について

平成25年度 平成25年9月10日

午前の部 垣東　弘一
短期大学部　生活文
化学科　教授

情報モラル
―私たちが事故を起こさないために
―

午後の部 井口　　博
東京ゆまにて法律事
務所　弁護士

事例で考えるキャンパスハラスメン
トの防止と対策－アカハラ・セクハ
ラの加害者・被害者にならないため
に－

平成24年度 平成24年9月14日

午前の部 鵜山　　治
人間健康学部　人間
看護学科　教授

壮年期～老年期をいかに健やかに生
きるか―脳卒中などの動脈硬化症を
中心にして

午後の部 山本　公子
財団法人21世紀職業
財団　客員講師

メンタルヘルス対策セミナー
―セルフケアーを中心に

平成26年度 平成27年2月19日

午前の部 竹田　一則
筑波大学大学院　人
間総合科学研究科
教授

『平成28年4月から導入される障害者
差別解消法の施行に向けて』

午後の部 井上　悠輔
東京大学医学研究所
公共政策研究分野
助教

『倫理教育について』

平成27年度 平成27年9月7日

午前の部 森井　昌克
神戸大学大学院　工
学研究科　教授

『ネット時代の危機管理意識～組織
を、個人を、そして如何にして自分
自身を守るか～』

午後の部
（1）

船木　成記
尼崎市顧問
企画運営部長・地域
連携推進機構副機構
長

パネルディスカッション
『ＣＢＬと経験値教育』

午後の部 小杉　眞司
京都大学大学院医学
研究科

『研究倫理教育について』

午後の部
（2）

岩崎日出男 教学支援部長
『研究費の不正使用、研究活動にお
ける不正行為の防止について』

平成28年度 平成28年9月7日

午前の部
小原　淳平

若井　奈美

T-PEC（株）
(合)メンタルヘルス
支援研究所

『ストレスチェック説明会』
　ストレスチェック検査の実施

大江　　篤大江　　
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全教職員研修一覧（平成24年度～令和元年度）

年度 実施日 講師 役職 題目

午後の部
（2）

山中昭宏 山中臨床心理研究所
「キャンパスハラスメントの現状と対
策について」

午後の部
（4）

雑喉　隆宏 人事課　主任
「災害時安否確認システムの導入に
ついて」

午後の部
（3）

小林　千秋 人事課　課長
「働き方改革（年次有給休暇の取得
等）について」

「学内全面禁煙について　～受動喫煙
について～」

安田　智子
衛生委員会　衛生管理者
（保健指導室　　課長）

午後の部
（2）

令和元年度 平成31年7月18日

午後の部
（1）

齊藤　悦一
理事長 理事長からのメッセージ

平成30年度 平成30年9月10日

午後の部
（1）

齊藤悦一
内部監査室・
法人経営戦略

推進室
理事長　他

「平成３０年度から、５年から１０
年先を見据えた経営の創造的戦略の
推進（具体案）」

午後の部
（3）

人事課
ストレスチェック検査（説明・実
施）

午後の部 齊藤　悦一 理事長
齊藤　悦一理事長就任にあたって
-平成30年度から、5年から10年先を
見据えた経営の創造的戦略の推進-

午前の部 桑野　里美
(有)ビジネス･パー
トナー･オフィス 代
表取締役

『学内におけるハラスメント防止の
ために－アンガーマネジメントを活
用して―』

平成29年度 平成29年9月7日

午前の部
小原　淳平

若井　奈美

T-PEC（株）
(合)メンタルヘルス
支援研究所

『ストレスチェック説明会』
　ストレスチェック検査の実施

j22078
タイプライターテキスト
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令和元年10月10日
ＳＤ委員会資料

事務管理部人事課

2019.8.1現在

年度 研修名 氏　名 研修期間

業務創造研修 村上　和繁

創造思考プログラム研修 田村　和也

キャリアデベロップメント研修 宮本　真希

マネジメントサイクル（PDCA）研修 桝井　かず美

オンデマンド研修 細木　祐子

オンデマンド研修 石原　慎也

オンデマンド研修 江口　伸之

オンデマンド研修 鈴木　真宏

オンデマンド研修 森脇　遼

オンデマンド研修 那須　幸洋

オンデマンド研修 山田　晃通

業務創造研修 村岡　正基

創造思考プログラム研修 石原　慎也

キャリアデベロップメント研修 森脇　遼

山田　晃通

マネジメントサイクル（PDCA）研修 大野　明子

オンデマンド研修 池田　貴昭

オンデマンド研修 植西　和也

オンデマンド研修 南　侑佑

オンデマンド研修 竹内　雄紀

5/16-18

6/27-29

10/12-14

友永　　

里中　　

嶽本　　

友永　　翔

里中　　

嶽本　　

山田　晃通

南　侑佑

マネジメントサイクル（PDCA）研修 嶽本 9/5-7

植西　和也

江口　伸之

丸山　達也

小林　理恵子

(上野　香寿美)

オンデマンド研修 PC視聴

私大連職員研修参加者一覧

2014

2015

2016

業務創造研修 那須　幸洋

創造思考プログラム研修 7/22-23

大学職員短期集中研修 9/28-29

大学職員短期集中研修　

里中　　遊

嶽本　　剛

大学職員短期集中研修

j22078
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令和元年10月10日
ＳＤ委員会資料

事務管理部人事課

年度 研修名 氏　名 研修期間

友永　　友永　　翔

6/19-21

8/28-30

11/6-8

植西　和也

赤井　クリ子

三浪　和樹

中塚真由美

佐藤　大幹8/1採

用

（上野香寿美）

6/18-20

8/27-29

11/5-7

5/19-20

6/16-17

8/1-3

10/5-6

12/7-8

江口　伸之

下田　祐子

足立　奈穂

津田　貴浩

村田　紗基

中塚真由美

（小林　千秋）

創発思考プログラム研修 岡本　卓磨 6/21-22

大学職員短期集中研修 足立　奈穂 9/24-25

ヒューマンリソースマネジメント 西﨑　公哉 11/22-23

吉田　萌美

安川　雅信

小村　友樹

中塚　真由美

伊藤　寿美

（小林　千秋）

9/3-5

2019

オンデマンド研修 PC視聴

オンデマンド研修 PC視聴

2018

キャリアデベロップメント研修 丸山　達也

オンデマンド研修 PC視聴

アドミニストレーター研修 壁　均

PDCAサイクル修得プログラム

2017

キャリアデベロップメント研修 池田　貴昭

PDCAサイクル修得プログラム 9/4-6

大学職員短期集中研修 南　侑佑 9/28-29

j22078
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事務職員海外研修実施要項 

1．海外研修の目的 

(1) 海外の教育制度、管理・運営組織等についての調査研究、実務研修 

(2) 事務職員の語学力の向上 

(3) 国際的感覚をもった事務職員の養成 

(4) SCC本体及び SCCプログラムについての評価 

2． 事務職員派遣の根拠 

(1) 就業規則第 4章第 42条（「学長又は事務局長は、（中略）、事務職員にあってはその資質向

上のため、特に必要があると認められる場合には、勤務として研修を許可することができる。」）

に準拠する。 

(2) 事務職員就業規則第 3章第 36条 1項及び 4項（「事務職員の旅行は、外国旅行にあっては

理事長、内国旅行にあっては学長又は事務局長が命じる。」「同 4．外国旅行を命じられた事

務職員又は海外研修の許可を受けた事務職員が帰着したときは、20日以内に外国旅行報告書

を学長又は事務局長を経由して理事長に提出しなければならない。」）に準拠する。 

(3) 在外研究及び海外研修に関する取扱要綱（平成 4年 4月 16日制定、平成 29年 4月 1日改

定）に準ずる。 

3． 派遣人数 

若干名 

4．派遣事務職員の応募・選考方法 

(1) 所属長は、各課事務職員に周知し、希望する事務職員は応募用紙に必要事項を記入し、所

属長を通じ、事務管理部人事課に提出する。 

(2) 同一所属内で複数名が希望した場合も、それぞれに所定の応募用紙に必要事項を記入の上、

事務管理部人事課に提出する。 

(3) 事務管理部長は、学長を経由して、理事長に上申し、理事長が決定する。 

5．派遣事務職員の資格は次のとおりとする。 

(1) 専任事務職員とする。 

(2) 長期にわたり本学の職務遂行に強い意欲のある者 

6．渡航費・滞在費等は、下記のとおりとする。 

(1) 国内交通費、航空券代については事務管理部人事課予算から執行する。 

(2) 滞在費については、事務職員規程に則り事務管理部人事課予算から執行する。 

(3) ただし、現地食費及びパスポート取得にかかる費用については、受益者負担とする。 

j22078
タイプライターテキスト
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7．研修期間と滞在場所は次のとおりとする。 

(1) 毎年実施される夏季 SCCセミナーの研修期間とする。 

※ この期間は夏季 SCCセミナーを実施するため、往復は学生と同行することになる。 

(2) 滞在場所は SCC（そのだクライストチャーチ キャンパス）とする。 

(3) SCCセミナーの研修期間の約 2週間滞在できること。 

8．事前研修及び研修報告等については以下のとおりとする。 

(1) 国際交流センターが行う事前研修に参加すること。 

(2) 帰国後は 20 日以内に報告書を作成し、学長・法人事務局長を経由し、理事長に提出する

こと。 

(3) 本学園の海外資産である SCCに関し、広く内外に広報すること。 

9．応募締め切り 

平成 31年 5月 17 日（金）までに、「事務職員海外研修応募用紙」に記入し、人事課に提

出すること。 

※「事務職員海外派遣応募用紙」は、イントラ内で配付する。 

10．提出先 

事務管理部長宛 

j22078
タイプライターテキスト
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過

ＦＤ活動の取組状況

■全学ＦＤ研修会 去３年間の実績

年度 開催日 講師 演題

-2-

2

ン 村

2016 2017年 3月 2日 京都大学 学生総合支援セ 障 学 支援とアクティブラーニ害 生

（木） ンター 教 村田助 淳 ング～障害者差別解消法の施行を

13：30～14：30 ふまえて～

松 の2017 2018年 3月 1日

（木）

13

様 と

：30

近畿大学

～15：00

名誉教授 尾 学生

理

モチ ーションを上げ自律ベ

的学習行動を起こさせるには

2018 2019 年 2 月 21

日（木）

13：

年

30～15

日本女子大学

：00

人間社会学部 性の

教授 藤田 武志

大学多 性 女子

2017

■授業について話し合う会 過去３年間の実績

度 開催日 出席者 テ

20172 1

ーマ

2016 2 1 年 1月 19日（木）

18：00～19：30

学生 16 名、教員 15

名、職員 11名

より良い授業とは

12 2017年 12月 7日（木） 学生 21 名、教員 16 本学 り、より効果の現状を振り返

18：00～19：30 名、職員 12名 的な「参加型授業」を行うための

具体的な実施案を考える

2018 2018年 12月 6日（木） 学生 11 名、教員 13 より良い授業とは

18：00～19：30 名、職員 8名



日 曜 日 曜 日 曜 日 曜 日 曜 日 曜

1 月

９　月４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月

「就勝つ」発行 求人票発送(幼保職）

摘     要 摘     要 摘     要 摘     要      摘　　　要

進路調査・卒業時満足度調査（授
業期間中実施の学科あり）

2019年度　就職支援スケジュール

  集中講義

  集中講義

  集中講義

  集中講義

限
期

  　集中講義
第１学期定期試験成績提出

  集中講義

31 火

新年度求人票公開 3/1

進路調査（看・児・幼以外） キャリア支援課年度末振り返り

求人依頼ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ完成

「就勝つ」発行 求人票発送

進路調査（児・幼、看護はﾃﾞｰﾀ） 就職委員会

求人票追加発送

     摘　　　要

１０　月 １１　月 １２　月  (2020年)  １　月 (2020年)  ２　月 (2020年)  ３　月

摘     要 摘     要 摘     要 摘     要 摘     要

ＤＭ（大学・短大：ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ告知）

ＤＭ（大学：ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ告知） ＨＰ・イントラ・ポータル年次更新 進路調査（看・児・幼以外） 幼保職掲示板設置 「就勝つ」発行

摘     要

 授業・定期試験日⑦ 31 火 31 金
③SPI対策（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ）
③東アカ筆記対策（1316）

30 月

31 木

 授業・定期試験日⑦ 30 土  ⑩ 30 月 30 木
⑤事務職種・業界研究セミ
ナー（544）

29 土 29 日

30 水

 授業・定期試験日

28 土

29 火 ⑥ 29 金  ⑩ 29 日 29 水

卒業認定者発表28 金 授業・定期試験日⑪ 28 土 28 火
③SPI対策（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ）
③東アカ筆記対策（1316）28 月 ⑤ 28 木

(在）ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ27 金卒業判定会議27 日 入試予定　（入構禁止） 27 水 ⑪ 27 金 27 月 ⑮ 27 木

(在）ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

25 水

26 土 入試予定　（入構禁止） 26 火 ⑩ 26 木 26 日 入試予定　（入構禁止） 26 水 26 木

②就活スタートアップ（543）
③キリンビール㈱説明会(543)

⑥ 24 日 24 火 24 金 ⑮ 24 月 [振替休日] 24 火

25 金 ⑤ 25 月 ⑨ 25 水 25 土 入試予定　（入構禁止） 25 火

③東アカ筆記対策（1316）
③④グループディスカッショ
ン（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ）(ﾘｸﾅﾋﾞ）

24 木

10：00～14:30
就職講座小松（ラーコモ）23 日 [天皇誕生日] 23 月補講日

⑮ 22 土 22 日

23 水 ⑥ 23 土  [勤労感謝の日]　通常授業 ⑨ 23 月 23 木

通常土曜日授業
⑤体育会セミナー（多目的）

⑬ 21 火 ⑮ 21 金
（卒）第2学期・通年
最終成績発表（Web） 21 土

22 火  [祝日] 22 金 ⑨ 22 日 22 水

①看護進路GⅡ(321)
②内定者との交流会（ﾁｬﾃｨ）

⑩ 21 土
③SPI対策（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ）
③東アカ筆記対策（1316）

④ 21 木
キャリアプランニング看護➀
（715）

20 水  ⑩ 20 金 ⑬ 20 月 ⑭ 20 木 20 金 [春分の日]

21 月

けやき祭

19 木

20 日

（卒）追再試験最終成績提出期
限19 日 　　　　　　（入構禁止） 19 水集中講義19 火  ⑨ 19 木けやき祭

18 土 臨時休構（入構禁止） 18 火 18 水

19 土

集中講義18 月 ⑧ 18 水けやき祭準備

臨時休構（入構禁止）
17 月 17 火

（在）第2学期・通年
最終成績発表（Web）

18 金

JOBセミナー
17 金集中講義⑤ 17 日  17 火

③ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ食栄（133）
③東アカ筆記対策（1316）

⑮ 16 日 16 月

17 木

③東アカ筆記対策（1316）
⑤体育会セミナー（多目的）

⑤ 16 土  ⑧ 16 月 ⑫ 16 木学内企業説明会(ﾁｬﾃｨ)

⑭ 14 金 14 土

15 火  ⑤ 15 金  ⑧ 15 日 15 水 ⑮ 15 土 15 日

16 水

③生キャリ進路GⅡ（544）
⑫ 14 火

①②就職講座実践(大会議)
③④東アカ筆記対策（1316）

⑨ 14 土
③SPI対策（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ）
③東アカ筆記対策（1316）

13 日  13 水  ⑨ 13 金 ⑫ 13 月 ［成人の日］ 13 木 13 金 （在）追再試験最終成績提出期限

14 月 [体育の日]　 14 木

卒業証書授与式⑬ 12 日 12 水 12 木③東アカ筆記対策（1316）

⑭ 11 火 ［建国記念の日］ 11 水

12 土 ⑤ 12 火  ⑧ 12 木

①②就職講座(小松仁美)
③④就職講座実践(大会議)

⑬ 11 土

③ 13 ： 30 日 本 語 表 現 総 健
（1314）
④ 15 ： 00 日 本 語 表 現 看 護
（1313）

11 金 ④ 11 月 ⑦ 11 水

14：00～
看護小論文講座（543）

④ 10 日  10 火 ⑫ 10 金 第２学期試験調整日時間割発表 ⑭ 10 月 （在）第2学期成績提出期限 10 火
③東アカ筆記対策（1316）
③④ISエントリーシート作成
講座（543）（ﾘｸﾅﾋﾞ）

10 木

9:30～12：30
追加就職講座～就活開始編
～（ラーコモ）森さん

⑭ 9 日 9 月③東アカ筆記対策（1316）

8 火 ④ 8 金  ⑦ 8 日 8 水 ⑭ 8 土 8 日

9 水 ④ 9 土  ⑦ 9 月 ⑪ 9 木

②グループディスカッション
講座（222）
12：00看護JOBｾﾐﾅｰ

⑧ 7 土 ⑪ 7 火 ⑬ 7 金 （卒）第2学期成績提出期限 7 土
③SPI対策（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ）
③東アカ筆記対策（1316）7 月 ③ 7 木

13:00～日本通運説明会（543）⑬ 6 木 6 金第２学期授業再開

⑫ 5 日 5 水 5 木

6 日 6 水  ⑧ 6 金 ⑪ 6 月

③東アカ筆記対策（1316）⑦ 5 木 　避難訓練

4 水

5 土 ④ 5 火

①東アカ筆記対策（1316）

②③就職講座(森吉弘)

授業・定期試験予備日

3 火

4 金 第2期学費納付期限 ③ 4 月  [振替休日]　通常授業 ⑥ 4 水 ⑫ 4 土 4 火

 授業・定期試験日③ 3 日  [文化の日] 3 火 ⑪ 3 金 3 月
③ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ総健（715）
③東アカ筆記対策（1316）

③ 2 土  ⑥ 2 月 ⑩ 2 木 2 日 2 月

3 木

個人面談(幼･生）～12/20
進路G代替(生･幼）～10/42 水

マイナビ合説バスツアー1 日 授業・定期試験日
業

③ 1 金  ⑥ 1 日 1 水 　　[元日] 1 土
授

31 土

就職委員会

日 曜 日 曜 日 曜 日 曜 日 曜 日 曜

1 火
*創立記念日* 通常

授業・定期試験日

30 金 30 月 ②

31 金  ⑧ 31 水

授業・定期試験日⑧ 30 日  30 火
③ＳＰＩ性格検査・ 能力検査
（543）ﾘｸﾅﾋﾞ

29 木 29 日 　

30 火  [祝日] 30 木

授業・定期試験日

③

29 月  [昭和の日] 29 水  ⑦ 29 土  ⑫ 29 月

生1②進路GⅠ（543）

27 火 27 金 ②

28 日  28 火  ⑦ 28 金  ⑫ 28 日 28 水 28 土

授業・定期試験日⑫ 27 土③SPI対策（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ）

②

27 土 ④ 27 月 ⑦ 27 木

 食3③進路GⅡ（543）
幼1④進路GⅠ（543）
卒業証書授与式（9月期）

26 月 26 木授業・定期試験日

里中
⑪ 25 木 25 日 25 水 ②

26 金  ④ 26 日  26 水  ⑪ 26 金

）
④ 25 土  ⑦ 25 火

④短大1年基礎教育（幼教児3②進路GⅠ（222）
総3③進路GⅠ（543）

①

24 水  ③ 24 金  ⑦ 24 月 ⑪ 24 水 ⑮ 24 土 　教員免許更新講習（予備日） 24 火 ②

25 木

　[秋分の日]　通常授業
キャリアプランニング看護➀
（715）→台風で10/21延期

⑦ 23 日  23 火 ⑮ 23 金 23 月
児4③幼保職(543)
管・児3幼保1③公ｾﾐﾅｰ 544

⑪ 22 月 ⑮ 22 木 22 日

23 火  ③ 23 木

②就職講座(小松仁美)
（大会議室）

③ 22 水  ⑥ 22 土
進路G代替(看護･食栄）
～4/26

⑪ 20 土 ⑮ 20 火 20 金 ①

21 日  21 火 ⑥ 21 金  ⑪ 21 日 21 水 　 21 土 ②

22 月

③SPI対策（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ）

①

20 土 ③ 20 月 ⑥ 20 木

総3③進路GⅡ（543）⑩ 19 金 ⑮ 19 月 19 木
①②短大1年基礎教育（幼
教）里中

⑮ 18 日 18 水 ①

19 金     第1期学費納付期限 ③ 19 日  19 水

③④SPI対策（ﾗｰｺﾓ）
③東アカ筆記対策（1316）

③ 18 土  ⑥ 18 火 ⑩ 18 木
看3②進路GⅠ（222）
食3③進路GⅠ（543）

⑭ 17 土 17 火  ①

18 木

②東アカ筆記対策（1315）

①

15 月 ② 15 水  ⑤ 15 土  ⑩ 15 月 [海の日]　通常授業 ⑭ 15 木 15 日

16 火 ② 16 木  ⑥ 16 日  16 火 ⑭ 16 金 16 月 　 [敬老の日]

17 水 ② 17 金  ⑥ 17 月 ⑩ 17 水

第２学期授業開始14 日  14 火  ⑤ 14 金  ⑩ 14 日  14 水 14 土

表
（Web）

第 1 学 期 最 終 成 績 発
　　　集中講義

⑩ 13 土  ⑭ 13 火 13 金
③業界・職種・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟG
（食以外）（543）(ﾏｲﾅﾋﾞ)13 土  ② 13 月 ⑤ 13 木

　　集中講義12 金  ② 12 日  12 水  ⑨ 12 金  ⑭ 12 月 　 [振替休日] 12 木

　　集中講義⑭ 11 日 　 [山の日] 11 水
③SPI対策（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ）
③東アカ筆記対策（1316）11 木 ② 11 土  ⑤ 11 火  ⑨ 11 木

　　集中講義10 水 ① 10 金  ⑤ 10 月 ⑨ 10 水 ⑬ 10 土 10 火

出
期限

第１学期最終成績提
　　　集中講義

⑬ 9 金 9 月
幼2④
履歴書作成(大会議室)

① 9 木  ⑤ 9 日  9 火幼2④幼保職(544)

⑨ 8 月 ⑬ 8 木 8 日

9 火

②就職講座(森吉弘)（222）④ 8 土
個人面談～7/24
進路G代替(児教･総健）
～5/10

④ 7 金  ⑨ 7 日 7 水 7 土

8 月 ① 8 水

学内企業説明会③④(ﾗｰﾆﾝｸﾞ
ｺﾓﾝｽﾞ)

⑨ 6 土 ⑬ 6 火 6 金

7 日 7 火

③業界・職種・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟG
（食関係）（543）(ﾏｲﾅﾋﾞ)

① 6 月  [振替休日]　通常授業 ④ 6 木
②ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ最終練
習会（ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ）6 土

   　 追・再試験予備日5 木  集中講義

⑬ 4 日 4 水

5 金 ① 5 日  [こどもの日] 5 水  ⑧ 5 金 第1学期試験調整日時間割発表 ⑬ 5 月

③東アカ筆記対策（1316）① 4 土  [みどりの日] 4 火  ⑧ 4 木第1学期授業開始

3 金  [憲法記念日] 3 月 ⑧ 3 水  ⑫ 3 土 3 火

4 木

新入生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

2 月 　

3 水

授業・定期試験予備日2 木  [祝日] 2 日  2 火  ⑫ 2 金新入生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

1 日

2 火

授業・定期試験日1 水  [即位日] 1 土  ⑧ 1 月 ⑫ 1 木入学宣誓式

 追・再試験発表・手続

 学期1第

 ）17-16（    
 履修登録変更期間

 
 日

業
休
季
夏

 ）4-2（

 追・再試験日

教員免許更新講

習  （21-23） 

 
 日

業
休
季
夏

 日
業
休
季
冬

 

 18)･(17 

 追・再試験日

 学内企業説明会

 大阪樟蔭女子大学

 （卒）

 
 ）3-5（

 追・再試験日

 （在）

 ）17-15（
期間取り消し履修登録

期間取り消し履修登録

 追・再試験発表・手続

 ・通年学期2第
 （在）

 

→ 

 補講日

 ）25・9/24（    

 履修登録変更期間

j22078
タイプライターテキスト
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（改善事項）経営学部 ジネス学科

９． <図書等のさらなる充実>

本学の教育内容に照らして、経営学及び経済学等に関連した図書等のさらなる充実を図る

ことが望ましい。

設

（対応）

開 2年次以降も予算を確保し経営・経済分野の最新の図書を購入すると同時に、経営学

部の専任教員予定者の手持ちの経済・経営分野の図書の寄贈を受けることなどにより、より

充実させることとする。

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類

新（p.22） 旧（

略

p.20～p.21）

略

22

３）

p.

図書等の資料及び図書館の整備計画

（ ）

今般の経営学部の設置計画に伴う図書等

の資料の整備計画については、これまで、

大学全体として整備してきた経済系・財政

系専門図書約 3,300 冊を転共用するととも

に、新たに経営学分野の教育研究に必要と

なる図書等の資料の整備計画として、当面、

電子書籍を含めて専門図書を開設前年度、

開設年度で約 3,500 点を整備することとし

ている（資料 21）。その後も各年度に予算

を確保し、経営・経済分野の最新の図書を

購入すると同時に、経営学部の専任教員予

定者の手持ちの経済・経営分野の図書の寄

贈を受けることなどにより、図書の充実を

図ることとする。

p.20

３） 図書等の資料及び図書館の整備計画

（ ）

p.21

今般の経営学部の設置計画に伴う図書等

の資料の整備計画については、これまで、

大学全体として整備してきた経済系・財政

系専門図書約 3,300 冊を転共用するととも

に、新たに経営学分野の教育研究に必要と

なる図書等の資料の整備計画として、当面、

電子書籍を含めて専門図書を開設前年度、

開設年度で約 3,500 点を整備することとし

ている（資料 21）。


